
一
九
世
紀
前
半
ヴ
ィ
ル
ノ
の
知
識
人
と
リ
ト
ア
ニ
ア

－
1
一
「
な
ら
ず
者
」
が
み
た
社
会
一

梶

さ

や

カ

一九世紀前半ヴィルノの知識人とリトアニア（梶）

【
要
約
】
　
分
割
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ
れ
た
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
地
域
で
は
、
一
九
世
紀
前
半
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
を
受
け
継
ぐ
知

識
人
層
が
誕
生
し
た
。
本
稿
で
は
、
知
識
人
の
活
動
の
な
か
で
も
影
響
力
の
大
き
か
っ
た
「
な
ら
ず
者
の
会
」
と
そ
の
機
関
誌
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
を
取

り
上
げ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
文
化
や
、
民
衆
を
含
む
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
検
討
す
る
。
主
な
考
察
対
象
は
、
彼
ら
の
身
分
制
度
へ
の
態
度
と
ネ
イ
シ
ョ

ン
観
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史
や
言
語
へ
の
関
心
の
二
点
で
あ
る
。
考
察
の
結
果
、
な
ら
ず
者
の
会
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
住
民
の
民
族
的
・
轡
語
的
な
多
様

性
を
認
識
し
、
理
論
的
に
は
全
身
分
に
開
か
れ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
啓
蒙
・
教
育
を
通
じ

た
、
民
衆
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
へ
の
統
合
を
考
え
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
会
の
中
に
は
、
民
衆
向
け
の
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
使
用
を
後
押
し

し
、
多
言
語
の
社
会
を
支
持
し
た
者
も
い
た
。
こ
う
し
た
結
果
は
、
　
般
に
は
言
語
的
な
共
同
体
に
基
づ
く
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
、
近
代
東
欧
の

ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
多
様
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
一
巻
五
号
　
二
〇
〇
八
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

～
八
一
六
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
西
部
の
都
市
ヴ
ィ
ル
ノ
（
現
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
）
で
、
『
街
角
ニ
ュ
ー

ス
』
§
貸
§
、
§
鳳
鮭
鳴
ミ
ぎ
蓄
と
い
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
。
当
誌
は
、
「
な
ら
ず
者
の
会
」
ぎ
≦
彰
彰
。
。
馨
。
。
。
鐸
げ
冨
≦
9
≦
と

い
う
奇
妙
な
名
の
改
革
派
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
辛
辣
な
社
会
風
刺
で
読
者
の
あ
い
だ
に
賛
否
の
渦
を
巻
き
起
こ
し
た
。

65 （847）



　
こ
こ
で
、
簡
単
に
当
地
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
西
部
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
い
わ
ゆ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
の
結

果
、
ロ
シ
ア
に
編
入
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
H
リ
ト
ア
ニ
ア
「
共
和
国
」
の
東
部
（
現
在
の
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
一
部
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
に

あ
た
る
。
近
世
の
「
共
和
国
」
は
、
平
等
な
特
権
で
結
び
つ
い
た
貴
族
（
シ
ュ
ラ
フ
タ
）
が
支
配
す
る
多
宗
教
・
多
言
語
の
複
合
国
家
で
あ
っ

た
が
、
政
治
的
な
統
合
と
と
も
に
、
非
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
貴
族
の
あ
い
だ
に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
広
ま
っ

た
。
分
割
後
も
、
こ
の
傾
向
は
続
き
、
ロ
シ
ア
領
で
は
支
配
層
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
特
に
一
九
世
紀
前
半
に
は
、
分
割
前

の
文
化
的
・
学
問
的
伝
統
を
受
け
継
い
だ
知
識
人
が
誕
生
し
、
協
会
を
結
成
し
て
社
会
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
世
の
東
欧
で
は
、
し
ば
し
ば
、
国
家
の
境
界
と
、
文
化
二
蕎
語
・
宗
教
な
ど
を
同
じ
く
す
る
集
団
（
民
族
）
の
分
布
が
異
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
見
隠
8
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
は
霞
＆
）
と
は
、
民
族
的
な
出
自
に
か
か
わ
ら
ず
、
身
分
に
よ
っ
て
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

的
権
利
を
保
障
さ
れ
た
共
単
体
を
意
味
し
た
。
だ
が
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
と
も
に
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
身
分
を
問
わ
な
い
、
民

族
的
に
均
質
な
共
同
体
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
共
同
体
に
基
づ
く
国
家
が
や
が
て
誕
生
す
る
。
「
共
和
国
」
で
も
、
近
世
に
は
、
シ

ュ
ラ
フ
タ
の
み
が
政
治
的
権
利
を
持
つ
能
動
市
民
と
し
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
こ
の
地
域
に
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
四
つ
の
民
族
的
な
共
同
体
に
基
づ
い
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
誕
生
し
、
現
在
は
お
の
お
の
国

　
　
　
　
　
　
　
②

家
を
形
成
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
の
も
と
で
、
先
述
し
た
、
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
領
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
支
配
層
の
歴
史
は
、
十
分
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
各
国
の
研
究
で
は
、
分
割
に
よ
る
「
共
和
国
」
あ
る
い
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
の
消
滅
後
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
自
国
の
占
め
る
領
域
紅
つ
い
て
、
自
ら
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
歴
史
叙
述
を
展
開
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
近
世
の
貴
族
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
化
は
、
非
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
に
支
配
層
と
被
支
配
層
の
あ
い
だ
の
文
化
的
・
宗
教
的
な
相
違
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の

地
域
で
言
語
を
基
準
と
す
る
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
る
と
、
身
分
限
定
的
な
近
世
の
「
共
和
国
」
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
「
遺
産
」
と

も
い
え
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
な
支
配
層
は
、
異
な
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
属
す
る
と
見
な
さ
れ
た
。
特
に
、
一
九
世
紀
後
半
に
誕
生
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
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の
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
な
支
配
層
と
の
差
異
化
を
は
か
る
な
か
で
リ
ト
ア
ニ
ア
を
言
語
的
・
文
化
的
基
準
で
捉
え
て
き

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
外
に
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
用
い
る
貴
族
や
知
識
人
は
、
一
九
世
紀
に
は
社
会
の
指
導
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

立
場
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
各
国
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
周
縁
的
存
在
で
あ
っ
た
。

　
一
九
八
○
年
代
に
始
ま
る
東
欧
の
政
治
的
変
動
は
、
薪
た
な
研
究
傾
向
を
も
た
ら
し
た
。
「
共
和
国
」
や
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
が
多
民
族
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

会
と
し
て
再
評
価
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
の
バ
ル
ダ
フ
や
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
に
よ
る
研
究
を
土
台
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
後
の
リ
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ニ
ア
や
ル
シ
（
東
ス
ラ
ヴ
）
地
域
の
歴
史
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
貴
族
も
含
め
た
多
民
族
社
会
の
歴
史
と
し
て
描
く
研
究
も
増
え
て
い
る
。
日
本

で
も
早
坂
真
理
氏
や
松
里
公
孝
氏
ら
に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
旧
「
共
和
国
」
を
背
景
に
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
貴
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

問
題
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
だ
が
、
現
地
の
歴
史
叙
述
で
は
、
い
ま
だ
言
語
を
基
準
と
し
た
自
ら
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
中
心
の
歴
史
叙
述
が
根
強
い
。
新
し
い
動
向
を
受
け
て

も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
リ
ト
ア
ニ
ア
が
主
導
す
る
多
民
族
国
家
と
し
て
、
拡
大
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
目
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
国
民
史
）
を
生
む
に
す
ぎ

な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
近
代
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
形
成
に
先
立
つ
時
期
の
、
色
盛
問
（
当
時
は
む
し
ろ
身
分
・
階
層
間
）
の
関
連
を
問
う
視
点

は
乏
し
い
。
相
互
の
有
機
的
な
関
係
、
お
よ
び
、
近
世
身
分
制
の
下
で
の
貴
族
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
多
民
族
社
会
と
全
社
会
階
層
を
含
め
た
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
日
本
で
の
研
究
も
一
九
世
紀
後
半
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
お
り
、
近
代
的
ネ

イ
シ
ョ
ン
へ
の
分
化
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
関
連
を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
、
近
代
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
当
地
域
で
誕
生
す
る
前
で
あ
り
、
な
お
か
つ
地

域
社
会
や
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
関
心
の
高
ま
っ
た
皿
九
世
紀
前
半
を
検
討
す
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
に
親
し
ん
だ
り
ト
ア
ニ
ア
の
知
識
人
の
例
と

し
て
、
主
な
知
識
人
が
参
加
し
、
影
響
力
も
大
き
か
っ
た
先
述
の
な
ら
ず
者
の
会
を
取
り
上
げ
、
地
域
社
会
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

　
以
下
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
な
ら
ず
者
の
会
と
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
つ
い
て
の
研
究
や
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

な
ら
ず
者
の
会
は
、
一
九
世
紀
に
は
、
思
想
と
し
て
の
ロ
マ
ン
主
義
の
立
場
か
ら
、
独
立
運
動
や
ロ
マ
ン
主
義
へ
の
無
理
解
、
ロ
シ
ア
と
の
良
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好
な
関
係
が
長
ら
く
批
判
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
フ
ミ
ェ
ロ
フ
ス
キ
以
降
、
非
政
治
的
活
動
に
よ
っ
て
社
会
の
実
力
を
つ
け
よ
う
と
す
る
ポ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
彼
ら
が
行
っ
た
社
会
批
判
の
進
歩
性
や
、
知
識
人
に
よ
る
一
寓
意
出
版
活
動
の
先
駆
性
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
そ

の
後
の
オ
ッ
ト
マ
ン
や
ホ
ル
デ
ィ
ン
ス
キ
、
ビ
ェ
リ
ン
ス
キ
の
研
究
は
、
新
た
な
史
料
を
補
い
な
が
ら
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
発
刊
や
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ず
者
の
会
創
設
の
経
緯
、
会
の
組
織
や
会
員
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
終
始
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
次
大
戦
後
の
ス
ク
フ
ァ
ル
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ン
ス
キ
は
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
を
用
い
た
会
の
活
動
や
思
想
に
関
す
る
考
察
を
大
き
く
進
め
た
。
彼
は
、
農
奴
舗
問
題
、
モ
ラ
ル
や

生
活
態
度
の
向
上
、
教
育
や
学
問
の
普
及
な
ど
に
関
す
る
、
な
ら
ず
者
の
会
の
進
歩
的
な
態
度
と
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
描
き
出
し
た
。
だ

が
、
彼
ら
の
扱
っ
た
問
題
を
個
別
に
検
討
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
が
社
会
全
体
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
か
は
わ
か
り
に
く
く
、
ま
た
、
彼
ら
と

リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
つ
な
が
り
は
深
く
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

　
他
方
、
新
聞
史
や
文
学
史
に
お
い
て
は
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
旧
り
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
内
で
初
の
風
刺
的
時
事
評
論
誌
で
あ
り
、
広
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

反
響
を
呼
ん
だ
と
し
て
、
当
時
リ
ト
ア
ニ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
の
中
で
は
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
な
ら
ず
者
の
会
の
筆
名
も
特
定
が

　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

進
め
ら
れ
、
会
員
の
著
作
も
、
社
会
改
革
に
つ
い
て
の
主
張
や
、
風
刺
や
レ
ト
リ
ッ
ク
の
文
学
上
の
系
譜
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
先
述
の
歴
史
学
の
変
化
を
受
け
て
、
な
ら
ず
者
の
会
の
活
動
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
の
枠
を
超
え
て
リ
ト
ア
ニ
ア
や
ベ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ル
ー
シ
の
地
域
主
義
の
現
象
と
し
て
捉
え
る
研
究
も
出
て
い
る
。
特
に
ベ
レ
ス
ネ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
は
、
会
が
掲
げ
た
り
ト
ア
ニ
ア
神
話
の
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

対
す
る
会
員
の
態
度
の
違
い
や
、
の
ち
の
リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
研
究
に
会
が
与
え
た
影
響
に
触
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
と

現
在
の
リ
ト
ア
ニ
ア
を
同
一
視
し
、
啓
蒙
や
実
証
主
義
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
植
民
地
的
支
配
を
、
そ
し
て
、
ロ
マ
ン
主
義
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
被
支

配
者
の
抵
抗
を
結
び
つ
け
、
こ
れ
ら
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
て
い
る
。
貴
族
の
民
族
的
な
出
自
を
、
明
確
な
基
準
も
な
く
本
質
主
義
的
に
決
め

て
い
る
点
も
問
題
で
あ
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
か
ら
、
な
ら
ず
者
の
会
の
知
識
人
に
よ
る
、
地
域
の
文
化
や
社
会
へ
の
関
心

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
当
時
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
共
和
国
」
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で
は
一
八
世
紀
後
半
か
ら
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
み
か
ら
成
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
、
財
産
資
格
に
よ
る
参
政
権
の
導
入
や
、
全
身
分
を
対
象
と
し
た
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

教
育
な
ど
に
よ
っ
て
、
下
位
身
分
へ
も
部
分
的
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、
分
割
後
ロ
シ
ア
領
に
入
っ
た
地
域
で
は
住
民
は
身
分
に
よ
っ
て
文
化
や

宗
教
が
異
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
エ
リ
ー
ト
と
地
域
社
会
の
関
連
を
探
る
に
は
、
彼
ら
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
と

民
衆
の
文
化
や
言
語
へ
の
態
度
が
一
つ
の
焦
点
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
一
九
世
紀
前
半
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
社
会
と
な
ら
ず
者

の
会
や
開
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
を
概
観
す
る
（
第
一
章
）
。
そ
し
て
、
な
ら
ず
者
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
観
を
身
分
制
度
へ
の
態
度
と
と
も
に
考
察
し
、
地

域
社
会
に
対
す
る
認
識
を
検
討
す
る
（
第
二
章
）
。
最
後
に
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
彼
ら
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
文
化
や
言
語
に
つ
い
て
の
認
識
を
詳

察
し
た
い
（
第
三
章
）
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
エ
リ
ー
ト
と
地
域
社
会
の
関
連
を
解
明
す
る
一
助
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
　
般

に
は
民
衆
の
言
語
に
基
づ
く
共
同
体
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
、
近
代
東
欧
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
多
様
な
可
能
性
を
示
す
だ
ろ
う
。

一九世紀前半ヴィルノの知識入とリトアニア（梶）

①
本
稿
で
は
、
曖
昧
さ
を
避
け
る
た
め
、
ま
た
、
近
世
か
ら
続
く
含
意
を
包
括
的

　
に
考
察
で
き
る
よ
う
、
欝
【
δ
ミ
奏
み
伽
は
訳
さ
な
い
。
ま
た
、
ま
3
鋤
は
一
般
に

　
な
じ
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
英
語
の
昌
巴
。
コ
を
カ
タ
カ
ナ
表
記
し
た

　
門
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
霞
み
戯
の
語
自
体
が

　
多
義
的
で
あ
る
た
め
、
史
料
に
こ
の
語
が
現
れ
る
場
合
は
文
脈
に
よ
っ
て
訳
し
分

　
け
て
い
る
。

②
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
が
大
き
な
枠
組
み
を
提

　
示
し
て
い
る
。
9
b
ロ
塁
審
O
r
O
§
↑
§
心
、
、
N
、
恥
§
》
§
戴
鳶
ミ
貧
勺
O
N
発
駅
6
Q
。
o
。
（
以
下

　
O
緊
ミ
紺
と
略
）
》
§
も
参
旨
』
仁
・
『
号
。
芦
、
．
0
2
9
量
δ
ζ
。
蒙
ρ
窓
障
冨
桑
圃
8

　
0
件
ぎ
5
き
魯
霧
δ
O
o
鐸
甲
国
。
。
＆
o
一
．
田
「
9
。
．
．
翼
q
ミ
、
ミ
。
ミ
爲
葺
§
爵
織
曽
誠
」
℃
8
Ψ

　
署
．
一
同
－
ω
い
．
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究
の
多
く
が
、
近

　
代
的
な
意
味
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
相
当
す
る
人
間
集
団
の
歴
史
に
注
目
す
る
の
に
対

　
し
て
、
こ
う
し
た
議
論
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
そ
の
も
の
の
変
化
に
も
大
き
な
関

　
心
を
払
っ
て
い
る
。

③
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
語
）
文
学
・
文
学
史
研
究
を
除
く
と
、
～
九
世
紀
の
ボ
ー
ラ
ン

　
ド
化
し
た
り
ト
ア
ニ
ア
の
貴
族
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
義
や
地
元
文
化
に
関
す
る

　
活
動
が
例
外
的
に
研
究
さ
れ
て
き
た
に
と
ど
ま
る
。
例
え
ば
以
下
。
〈
．

　
ζ
巴
缶
葛
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・
ト
き
ミ
ミ
無
㍉
ミ
動
隔
ミ
ミ
隊
§
窺
ミ
睡
§
畠
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ミ
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山
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♪
囚
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毒
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し
8
0
L
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が

　
8
0
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委
員
ω
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§
藷
詮
、
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桝
、
魯
、
§
6
§
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早
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、
奪
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ミ
二
三
恥
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曽
b
づ
冨
¢
。
。
陣
。
哲

　
｝
O
α
い
．
リ
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
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。
O
島
日
毒
液
5
竜
「

　
亀
r
。
。
噛
一
リ
ム
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駒
く
．
寄
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。
犀
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。
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N
馬
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遷
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俺
O
毯
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寒
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－
9
ミ
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ミ
§
、
§
零
§
託
q
青
ミ
る
8
ρ
Z
曳
く
。
驚
署
胃
α
ω
」
。
。
q
．
特

　
に
近
年
の
状
況
に
関
し
て
は
以
下
。
ω
．
≧
‘
。
訴
騨
。
巳
冨
く
島
島
一
》
■
囚
巴
偉
・
冨
¢
葵
舞

　
，
、
O
四
二
。
q
・
帽
急
。
ま
棄
z
a
8
壽
N
・
募
δ
8
σ
。
箪
密
々
雪
蓬
迷
×
鼠
・
費
．
㌔
蒔
奥
民

　
ミ
分
。
》
へ
》
ミ
N
計
ρ
O
層
N
．
ω
　
（
爵
門
ω
い
）
“
P
O
O
轟
．

④
本
稿
に
直
接
関
係
す
る
も
の
は
順
に
、
0
5
p
門
外
。
芦
O
緊
ミ
蛍
O
．
b
σ
窪
¢
〈
。
F

　
浄
ぎ
ミ
魯
ξ
僧
職
ミ
恥
毫
N
帖
§
ミ
。
、
隔
ミ
割
書
神
㌣
こ
へ
罫
ミ
N
、
。
。
亀
丸
題
釣
D
f
［
魯
否
”

　
一
遷
一
（
以
下
曾
ぎ
、
ミ
魯
ξ
ミ
昧
ミ
免
と
略
。
原
著
は
ト
ミ
ミ
讐
題
ミ
旨
無
鳳
慰
Q
、
N

　
h
ミ
＆
⑩
§
、
導
、
、
卜
、
9
斗
恥
き
融
譜
ミ
、
、
ミ
恥
こ
題
警
。
、
題
℃
o
、
§
ミ
向
本
譜
、
尊
選
、
、
・
鴨

　
沁
§
器
奄
。
。
＄
丸
題
セ
b
f
い
壽
も
餌
費
6
謡
〉
・
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⑤
本
稿
に
直
接
関
連
す
る
研
究
は
以
下
。
担
≦
旨
9
ト
シ
§
㌦
b
N
電
，
驚
、
ミ
ぎ
蓉
、

　
、
§
さ
翫
桐
♪
≦
暴
N
睾
①
し
遷
O
申
国
．
≧
⑦
訴
塁
島
讐
α
募
圃
『
〉
’
巨
益
き
。
・
冨
。
・
曽
9
ミ

　
ぐ
窺
譲
㍉
ミ
．
鴨
㌔
諺
Q
、
嵩
“
㍉
黛
鴨
自
卜
㍉
恥
、
凌
く
量
り
く
躍
P
一
＝
P
一
〇
燈
ひ
脚
↓
．
o
o
ロ
k
匹
①
お
§
講
義
⑩
6
0
、
嵩
や
巽
O
匿
O
、
N

　
駄
〉
貯
、
、
Q
、
窮
㌧
、
O
、
籍
嵩
繕
　
§
・
勘
亀
嵩
や
ト
㍉
、
、
竃
へ
織
嵩
口
口
”
恥
恥
、
ミ
、
．
＝
勲
N
伍
亀
一
㌧
も
℃
℃
層
三
①
♂
＜
頃
¢
⊃
＜
①
ロ
ー

　
目
0
5
血
O
ロ
リ
P
O
O
ω
．

⑥
早
坂
真
理
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
　
歴
史
の
復
元
を
模
索
す
る
　
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー

　
ト
、
一
九
九
四
、
～
四
六
－
一
七
六
頁
。
松
西
公
孝
「
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀

　
初
頭
に
か
け
て
の
右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」

　
　
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
四
五
、
　
一
九
九
八
、
　
　
○
～
1
＝
二
八
頁
。

⑦
例
え
ば
、
N
．
察
2
欝
9
囲
ぎ
。
｛
・
器
9
。
5
二
〉
．
囚
§
8
＜
…
α
貯
。
・
》
§
⑩
§
§
覚
毫

　
卜
、
、
》
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、
監
勘
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S
、
翁
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N
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回
曽
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一
目
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O
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P
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§
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詠
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凱
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≦
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ψ
8
8
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⑧
娼
．
9
自
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ざ
蓄
貫
、
．
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。
蓄
題
ω
享
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。
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N
＆
巴
睾
。
曾
凶
尉
貯
＆
・
｝
p
凶
註
・
。
『
圃
”
N
竃
。
・

　
。
9
。
量
。
ぎ
藁
①
§
義
．
り
壽
。
慧
こ
、
蓑
§
§
蝿
”
蕊
刈
。
。
旨
。
・
ピ
も
ρ
ω
ひ
き
』
い
ま
Ψ

　
◎
◎
轟
一
Q
Q
α
》
　
一
〇
9
一
一
〇
◎
◎
り
　
一
一
い
”
　
一
H
q
り
　
一
ω
P
l
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ω
ω
．

⑨
　
閃
．
○
ヨ
昌
四
訂
戸
　
ト
づ
議
冤
O
N
望
5
0
汗
α
〇
三
二
自
δ
q
一
↓
O
≦
醇
日
k
。
。
露
国
ω
N
¢
げ
冨
≦
O
ひ
≦
”
窺
国

　
9
量
碧
δ
受
傷
N
℃
督
・
門
曾
℃
。
≦
9
巴
。
田
ま
匿
義
．
葛
書
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3
一
。
。
。
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P
賄
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ひ
一
“

　
ミ
◎
。
・
．
ご
ミ
。
。
9
ω
．
露
》
詳
語
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。
・
■
一
P
霞
。
。
P
切
．
r
葺
。
。
一
”
。
・
」
（
以
τ
．
℃
逼
。
N
葦
。
冗
、

　
と
略
。
同
じ
題
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ほ
ぼ
同
じ
内
容
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の
が
以
下
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刊
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謬
。
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熟
為
器
、
、
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．
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ま
ム
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後
者
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第
一
章
　
ヴ
ィ
ル
ノ
の
知
識
人
と
な
ら
ず
者
の
会

第
｝
節
知
識
人
の
誕
生

一九世紀前半ヴィルノの知識人とリトアニア（梶）

　
分
割
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ
れ
た
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
領
で
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
行
政
・
税
制
度
が
導
入
さ
れ
た
も
の

の
、
分
割
前
の
法
制
度
が
維
持
さ
れ
た
。
言
語
的
・
文
化
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
し
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
地
主
と
し
て
社
会
を
支
配
し
、
地
方
議
会

な
ど
の
地
方
自
治
を
行
う
点
も
、
分
割
前
と
大
き
な
変
わ
り
が
な
い
。
ま
た
、
住
民
の
多
く
は
農
民
で
、
ユ
ダ
ヤ
入
も
約
一
割
に
の
ぼ
っ
た
。

ジ
ュ
ム
チ
（
ジ
ェ
マ
イ
テ
ィ
ヤ
）
地
方
を
除
い
て
、
農
畏
の
多
く
は
農
奴
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
も
し
く
は
ル
シ
語
（
ベ
ラ
ル
ー

シ
語
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
譲
）
な
ど
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
言
語
を
話
し
、
ロ
ー
マ
障
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
ギ
リ
シ
ャ
隠
カ
ト
リ
ッ
ク
（
合
同
）
教

会
・
正
教
会
な
ど
に
属
し
て
い
た
。
た
だ
、
ジ
ュ
ム
チ
地
方
で
は
、
自
由
農
が
多
い
一
方
、
零
細
シ
ュ
ラ
フ
タ
や
リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
話
す
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ラ
フ
タ
も
多
く
、
農
民
と
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
差
異
が
小
さ
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
や
学
校
制
度
に
関
し
て
は
、
分
割
前
の
国
民
教
育
委
員
会
に
よ
る
教
育
改
革
の
成
果
が
維
持
さ
れ
、
そ
れ
が
従
来
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
領

土
へ
も
導
入
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
帝
国
西
部
を
管
轄
し
た
ヴ
ィ
ル
ノ
教
育
管
区
の
中
心
と
な
る
ヴ
イ
ル
ノ
大
学
は
、
ロ
シ
ア
の
帝
国
大
学
（
｝
八

Ω
諜
1
～
八
三
一
年
）
と
し
て
、
学
問
水
準
・
規
模
と
も
に
飛
躍
を
遂
げ
た
。
当
大
学
は
、
管
区
内
の
初
等
・
中
等
学
校
の
管
轄
や
出
版
物
の
検

閲
を
任
さ
れ
、
＝
疋
の
自
治
を
行
っ
た
。
管
区
内
の
学
校
も
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
を
中
心
に
比
較
的
発
達
し
て
お
り
、
ま
た
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
法
や
歴
史
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
な
ど
の
分
割
前
と
変
わ
ら
ぬ
授
業
科
目
を
維
持
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
の
学
生
は
管
区
内
の
出
身
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者
が
大
半
で
、
そ
の
他
の
学
生
も
ほ
か
の
旧
「
共
和
国
」
領
か
ら
や
っ
て
き
た
者
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
中
等
教
育
以
上
の
生
徒
や
学
生
は
シ

ュ
ラ
フ
タ
出
身
者
が
九
割
前
後
と
圧
倒
的
だ
が
、
大
貴
族
の
子
弟
が
大
学
へ
通
う
こ
と
は
ま
れ
で
、
学
生
は
主
に
中
小
貴
族
の
出
身
で
あ
っ
た
。

大
学
の
教
授
陣
は
、
帝
国
大
学
と
し
て
整
備
さ
れ
た
際
に
西
欧
な
ら
び
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
本
土
か
ら
招
聰
さ
れ
た
が
、
徐
々
に
こ
の
地
域
出
身
の

　
　
　
　
　
　
②

教
官
も
誕
生
す
る
。
こ
う
し
て
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
も
と
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
に
親
し
ん
だ
、
地
域
出
身
の
中
小
シ
ュ
ラ
フ
タ
や
都
市
民
か
ら

な
る
知
識
人
層
が
、
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
を
中
心
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
ヴ
イ
ル
ノ
大
学
の
教
授
や
学
生
、
ま
た
知
的
職
業
に
携
わ
る
人
々
は
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
や
改
革
派
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
「
熱
烈
な
リ
ト
ア
ニ

ア
人
」
、
印
刷
物
協
会
や
困
窮
学
生
扶
助
協
会
、
慈
善
協
会
、
医
師
協
会
な
ど
諸
々
の
協
会
を
結
成
し
、
学
問
の
普
及
や
社
会
改
革
、
相
互
扶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

助
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
様
々
な
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
協
会
活
動
の
～
つ
が
な
ら
ず
者
の
会
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
な
ら
ず
者
の

会
と
そ
の
機
関
誌
噸
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
誕
生
の
経
緯
と
概
略
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
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第
二
節
　
な
ら
ず
者
の
会
と
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』

　
一
八
工
ハ
年
八
月
に
、
文
筆
家
の
一
・
E
・
ラ
フ
ニ
ツ
キ
と
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
図
書
館
司
書
の
K
・
コ
ン
ト
リ
ム
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
ル
ノ
で
発
行

さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
と
題
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
の
後
、
コ
ン
ト
リ
ム
が
主
体
と
な
っ
て
そ
の
刊
行

を
続
け
、
一
八
一
七
年
一
月
以
降
は
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
発
行
母
体
と
な
っ
た
の
が
、
な
ら
ず
者
の
会
で
あ
る
。
同

年
二
月
に
、
他
の
協
会
活
動
で
も
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
コ
ン
ト
リ
ム
を
中
心
に
、
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
数
学
教
授
の
Z
・
ニ
ェ
ム
チ
ェ

フ
ス
キ
や
同
文
学
教
授
の
L
・
ボ
ロ
フ
ス
キ
、
大
学
の
書
店
兼
印
刷
所
の
主
J
・
ザ
ヴ
ァ
ツ
キ
、
学
生
M
・
バ
リ
ン
ス
キ
ら
、
ヴ
ィ
ル
ノ
の
知

識
人
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
。
初
代
会
長
に
は
高
名
な
医
師
の
」
・
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
就
き
、
彼
の
死
後
の
一
八
～
九
年
一
月
に
は
後
任
に
ヴ

ィ
ル
ノ
大
学
の
化
学
教
授
、
イ
ェ
ン
ジ
ェ
イ
・
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
が
就
任
し
た
。
西
欧
と
比
べ
て
遅
く
ま
で
続
い
た
り
ト
ア
ニ
ア
の
啓
蒙
を
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
る
知
識
人
が
集
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
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以
下
で
は
、
一
八
一
七
年
六
月
に
定
め
ら
れ
、
同
年
～
○
月
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
噸
な
ら
ず
者
憲
章
』
に
基
づ
い
て
、
会
の
目
的
や
組
織
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

会
則
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
項
に
よ
る
と
、
会
の
目
的
は
、
特
定
の
個
人
を
標
的
と
は
せ
ず
、
有
害
で
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
違
法
性
や
欠
陥
が
認
識
さ
れ
て
さ
え
い

な
い
よ
う
な
、
社
会
の
欠
点
や
悪
習
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
欠
点
は
、
飲
酒
、
遊
興
（
賭
博
）
、
訴
訟
好

き
、
称
号
自
慢
、
専
門
的
職
業
の
軽
蔑
、
特
権
階
級
の
無
教
養
、
裁
判
制
度
の
腐
敗
、
民
族
性
へ
の
無
批
判
な
愛
情
、
約
束
に
対
す
る
不
誠
実

　
　
　
　
　
　
⑥

さ
の
九
点
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
な
ら
ず
者
が
し
ば
し
ば
批
判
し
た
も
の
に
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
農
民
の
抑
圧
・
搾
取
や
、

メ
ス
メ
リ
ズ
ム
（
動
物
磁
気
学
）
に
よ
る
治
療
が
あ
る
。
な
ら
ず
者
の
会
は
、
社
会
に
、
悪
習
に
染
ま
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
彼
ら
に
搾
取
さ
れ
る

農
民
、
そ
し
て
同
じ
く
彼
ら
の
軽
蔑
を
受
け
た
中
小
貴
族
や
都
市
民
出
身
の
知
識
人
の
姿
を
見
て
い
た
と
い
え
る
。

　
な
ら
ず
者
の
会
の
執
行
部
に
は
、
会
長
、
雄
弁
家
、
秩
序
の
番
人
、
書
記
、
編
集
者
の
役
職
が
あ
っ
た
。
会
員
に
は
、
都
市
会
員
舞
σ
p
。
コ
と

農
村
会
員
巨
。
。
蔓
。
碧
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
。
会
員
は
、
両
者
と
も
に
、
勤
勉
で
あ
る
、
強
い
酒
や
賭
博
を
控
え

る
、
学
問
を
愛
し
読
書
の
習
慣
を
持
つ
と
い
っ
た
、
会
の
趣
旨
に
沿
っ
た
生
活
態
度
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
へ
の
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

稿
も
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
「
密
会
」
と
呼
ば
れ
る
会
合
で
そ
の
著
作
が
読
ま
れ
た
。

　
『
な
ら
ず
者
憲
章
』
に
よ
る
と
、
当
初
は
、
ヴ
ィ
ル
ノ
市
内
や
そ
の
近
郊
で
見
聞
き
さ
れ
た
情
報
や
そ
こ
で
起
き
た
事
件
が
、
『
街
角
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ユ
ー
ス
』
の
記
事
の
題
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
記
事
の
取
材
範
囲
は
少
々
拡
大
し
た
も
の
の
、
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
会
長
時
に
、
当
誌
の
流
通
を

旧
「
共
和
国
」
領
全
体
に
拡
大
し
よ
う
と
し
た
際
、
そ
れ
ま
で
は
ヴ
ィ
ル
ノ
や
リ
ト
ア
ニ
ア
が
中
心
で
あ
っ
た
取
材
範
囲
を
広
げ
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
⑨

い
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
傾
向
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
一
八
～
七
年
以
降
一
八
二
二
年
六
月
ま
で
、
毎
週
土
曜
に
ヴ
イ
ル
ノ
で
定
期
的
に
発
行
さ
れ
た
。
好
評
を
博
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

第
八
号
で
三
〇
〇
〇
部
を
数
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
各
号
は
概
ね
四
頁
で
、
一
〇
グ
ロ
シ
ュ
（
一
八
　
七
年
）
と
高
価
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ま
た
一
八
一
八
年
の
年
間
講
読
料
は
ニ
ル
ー
ブ
リ
五
〇
コ
ペ
イ
カ
で
、
郵
送
に
は
さ
ら
に
一
ル
ー
ブ
リ
が
必
要
と
さ
れ
た
。
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な
ら
ず
者
の
準
会
員
の
投
稿
を
基
に
し
た
当
誌
は
、
当
地
で
は
初
の
時
事
評
論
誌
で
あ
っ
た
。
論
評
の
対
象
は
社
会
的
・
文
化
的
事
象
に
限

ら
れ
、
分
割
に
よ
る
国
家
の
消
滅
な
ど
政
治
的
な
話
題
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
風
刺
を
交
え
て
社
会
を
批
判
す
る
記
事
や
教
訓
的
・
寓
話
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

内
容
の
記
事
を
掲
載
し
た
当
誌
は
、
大
き
な
支
持
を
得
た
一
方
で
、
風
刺
の
鋭
さ
ゆ
え
に
椰
楡
さ
れ
た
人
々
な
ど
か
ら
強
い
反
発
も
招
い
た
。

『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
へ
の
言
及
や
反
論
、
ま
た
そ
の
記
事
の
転
載
は
、
ヴ
ィ
ル
ノ
の
ほ
か
に
も
、
広
く
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
ル
ヴ
フ
、
ペ
テ
ル
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ル
ク
で
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
‘

　
「
な
ら
ず
者
」
と
い
う
奇
異
な
名
称
も
当
初
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。
初
め
は
「
通
り
を
ぶ
ら
つ
く
人
σ
毎
貯
。
三
⑦
。
」
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、

『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
反
対
す
る
人
か
ら
の
蔑
称
と
し
て
こ
う
呼
ば
れ
だ
し
た
。
だ
が
、
当
誌
の
発
行
者
達
は
、
｝
見
美
徳
を
表
す
名
前
が
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

は
不
正
を
覆
い
隠
し
て
い
る
こ
と
を
告
発
す
る
た
め
、
こ
の
名
前
を
受
容
し
、
価
値
を
逆
転
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
に
は
、
風
刺
的
な
散
文
・
韻
文
の
ほ
か
、
対
話
形
式
や
、
読
者
や
会
員
か
ら
の
書
簡
・
投
書
の
形
態
を
取
る
も

　
　
　
⑯

の
が
あ
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
や
ル
サ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
西
欧
の
文
学
や
、
ク
ラ
シ
ツ
キ
な
ど
の
啓
蒙
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
の
影
響
を
受
け
、
架
空

の
土
地
や
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
遠
隔
地
を
舞
台
に
寓
話
を
展
開
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
先
行
す
る
風
刺
作
家
の
パ
ロ
デ
ィ
も
随
所
に
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
当
誌
に
掲
載
さ
れ
、
関
心
を
集
め
た
シ
リ
ー
ズ
に
「
魔
法
の
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
て
の
放
浪
」
が
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
主

人
公
、
魔
法
の
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
て
飛
ぶ
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
、
記
事
と
な
る
ニ
ュ
ー
ス
や
批
判
の
的
を
探
し
て
飛
び
解
る
な
ら
ず
者
を
表
す
、
当

会
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
当
誌
唯
一
の
挿
絵
に
も
採
用
さ
れ
た
。

　
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
は
、
匿
名
、
あ
る
い
は
筆
名
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
既
に
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
場

合
を
除
け
ば
、
書
き
手
の
特
定
は
難
し
い
。
ち
な
み
に
「
魔
法
の
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
て
の
放
浪
」
は
、
初
め
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
、
彼
の
死
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
が
書
き
継
い
だ
。
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
は
、
ほ
か
に
も
様
々
な
筆
名
や
匿
名
で
多
く
の
記
事
を
書
き
、
そ
れ
は
量
的
に
は
『
街
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ニ
ュ
ー
ス
』
の
全
記
事
の
お
よ
そ
六
分
の
一
に
達
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
女
性
の
会
員
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
中
に
は
筆
名
や
文
法
事
項
か

ら
女
性
の
書
き
手
を
装
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
各
々
の
記
事
に
は
、
社
会
に
対
す
る
批
判
的
精
神
は
共
通
す
る
も
の
の
、
次
章
以
下
で
み
る
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よ
う
に
必
ず
し
も
主
張
は
一
致
せ
ず
、
主
た
る
批
判
の
対
象
も
微
妙
に
異
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
、
自
ら
の
属
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
社
会
の
慣
習
を
風
刺
に
よ
っ
て
強
烈
に
批
判
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

以
下
で
見
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
会
の
活
動
は
、
地
域
社
会
と
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
関
心
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
従
来
の
研
究
は
、
な

ら
ず
者
が
持
っ
て
い
た
、
身
分
制
度
を
含
め
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
観
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
や
歴
史
、
言
語
な
ど
へ
の
態
度
を
併
せ
て
考
察
し
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
次
章
と
三
章
で
は
、
相
互
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
二
点
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
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．
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第
二
章
　
な
ら
ず
者
の
会
と
ネ
イ
シ
ョ
ン

第
一
節
　
な
ら
ず
者
の
会
と
地
域
社
会

　
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
、
し
ば
し
ば
、
「
我
々
の
リ
ト
ア
ニ
ア
」
、
「
リ
ト
ア
ニ
ア
民
族
鑓
a
E
、
祖
先
と
し
て
の
「
吉
代
り
ト
ア
ニ
ア

人
」
な
ど
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
他
方
、
自
称
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
だ
と
述
べ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
無
く
、
ル
シ
人
だ
と
述
べ
る
こ
と
も
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
な
ら
ず
者
の
会
の
思
考
が
リ
ト
ア
ニ
ア
を
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
と
身
分

の
関
係
を
考
察
す
る
前
に
、
本
節
で
は
、
な
ら
ず
者
の
捉
え
た
り
ト
ア
ニ
ア
の
具
体
的
な
地
理
的
範
囲
と
、
そ
の
住
人
に
対
す
る
認
識
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
な
ら
ず
者
が
捉
え
た
り
ト
ア
ニ
ア
の
地
理
的
範
囲
を
、
記
事
の
内
容
や
舞
台
設
定
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
（
次
頁
地
図
参
照
）
。

『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
現
れ
る
地
名
は
、
な
ら
ず
者
自
身
と
習
俗
や
行
政
・
司
法
制
度
を
同
じ
く
す
る
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ
れ
た
旧
り
ト

ア
ニ
ア
大
公
国
地
域
の
も
の
が
多
い
。
彼
ら
の
拠
点
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ノ
市
の
ほ
か
、
同
市
や
ジ
ュ
ム
チ
地
方
を
含
む
ヴ
ィ
ル
ノ
県
、
そ
れ
に
隣

接
す
る
グ
ロ
ド
ノ
、
ミ
ン
ス
ク
の
両
県
の
地
名
は
記
事
に
現
れ
る
頻
度
が
と
り
わ
け
高
い
。
彼
ら
の
関
心
は
、
主
に
こ
う
し
た
地
域
に
向
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
他
方
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
や
ニ
ェ
メ
ン
川
対
岸
な
ど
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
、
あ
る
い
は
旧
「
共
和
国
」
領
を
舞
台
に
し
た
記
事
も
あ
る
。
ワ
ル
シ
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地図　19世紀前半の旧「共和国」領
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ヤ
ワ
は
、
分
割
前
の
国
家
の
首
都
と
し

て
記
事
の
舞
台
に
な
る
な
ど
、
旧
り
ト

ア
ニ
ア
大
公
国
外
の
場
所
で
は
言
及
さ

れ
る
頻
度
が
高
い
。
だ
が
｝
方
で
、
一

八
一
八
年
九
月
一
四
日
の
『
街
角
ニ

ュ
ー
ス
』
第
九
一
二
号
「
居
候
の
家
門
」

に
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
と

が
対
等
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
含
ま
れ

　
　
②

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
な
ら
ず
者
の

活
動
は
、
旧
「
共
和
国
」
に
ま
た
が
る

共
同
体
と
も
無
縁
で
な
い
が
、
リ
ト
ア

ニ
ア
の
地
域
主
義
的
な
色
合
い
も
濃
か

　
　
　
　
　
③

つ
た
と
い
え
る
。

　
で
は
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
自
ら
の
属

す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
住
人
を
い
か
に
認

識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
、

地
主
と
し
て
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
生
活
の

場
で
あ
る
農
村
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、

シ
ュ
ラ
フ
タ
や
農
民
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
描
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い
た
。
他
方
、
彼
ら
の
多
く
が
密
接
な
関
係
を
持
つ
都
市
生
活
も
、
都
市
民
や
学
生
、
知
識
人
な
ど
を
登
場
さ
せ
て
、
度
々
記
事
に
し
た
。

　
ま
た
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
住
人
の
民
族
的
な
多
様
性
を
示
す
記
事
が
あ
る
。
第
一
五
二
号
の
「
文
学
的
報
告
」
で

は
、
時
代
ご
と
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
ご
と
に
「
栄
誉
あ
る
飲
ん
だ
く
れ
の
事
典
」
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
の
リ
ト
ア
ニ
ア
に
つ
い
て
、
ユ
ダ

ヤ
人
や
ロ
マ
、
タ
タ
ー
ル
、
農
民
を
も
併
せ
て
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
当
時
、
ア
レ
ン
ダ
制
の
も
と

で
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
農
民
へ
酒
類
を
販
売
さ
せ
、
農
民
は
無
理
や
り
飲
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
栄
誉
あ
る
飲
ん
だ
く
れ
」
に

は
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
適
当
と
さ
れ
緬
・
こ
の
記
事
か
ら
は
・
単
に
・
様
々
な
民
族
が
リ
ト
ア
ニ
ア
に
存
在
し
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ロ
マ
、
タ
タ
ー
ル
が
身
分
団
体
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
後
述
の
よ
う

に
異
な
る
言
語
を
話
す
と
い
う
認
識
は
あ
る
も
の
の
、
農
民
の
な
か
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
や
ル
シ
人
の
民
衆
を
、
別
の
人
間
集
団
と
し
て
列
挙
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
は
ト
ラ
カ
イ
の
少
数
罠
三
三
ラ
イ
ム
の
賢
人
を
記
事
に
登
場
さ
せ
た
。

第
二
節
　
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
身
分
制
度

　
一
八
世
紀
後
半
の
「
共
和
国
」
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
下
層
身
分
へ
の
拡
大
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
に
よ
っ
て
途
切
れ
る
。
だ
が
、
実
際

に
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
に
お
け
る
都
市
民
の
参
政
権
の
問
題
や
農
奴
解
放
、
一
八
一
一
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
の
ロ
シ
ア
領
リ
ト
ア
ニ
ア

の
憲
法
案
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
定
義
な
ど
、
社
会
の
あ
り
方
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
続
け
た
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
『
街
角
ニ

ュ
ー
ス
』
に
現
れ
た
な
ら
ず
者
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
観
を
、
身
分
制
へ
の
態
度
と
と
も
に
検
討
し
た
い
。

　
な
ら
ず
者
の
身
分
綱
度
に
対
す
る
考
え
が
端
的
に
分
か
る
例
と
し
て
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
第
＝
一
七
号
（
一
八
一
九
年
五
月
）
と
第
一
三
五

号
（
同
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
篁
・
名
フ
ェ
ブ
ラ
リ
ウ
シ
ュ
・
フ
ァ
ス
ツ
ィ
ク
ウ
・
シ
ュ
ラ
フ
チ
ン
ス
キ
に
よ
る
「
イ
ン
ド
人
の
手
紙
　
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
の
翻
訳
」
を
挙
げ
よ
う
。
こ
の
記
事
は
、
あ
る
イ
ン
ド
人
が
旅
先
で
の
体
験
を
友
人
に
宛
て
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
書
い

た
古
い
手
紙
の
菓
を
、
記
事
の
投
稿
者
が
見
つ
け
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
紹
介
す
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
最
初
の
五
通
は
欠
落
し
て
お
り
、
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そ
れ
以
降
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
「
イ
ン
ド
人
の
手
紙
　
第
六
」
で
は
、
旅
先
の
ビ
ベ
ン
ツ
ィ
ア
王
国
で
の
奇
妙
な
習
慣
が
語
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
住
畏
は
「
賢
人
」
と

「
愚
者
」
に
分
け
ら
れ
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
愚
か
な
点
を
多
く
持
つ
も
の
が
「
賢
人
」
、
つ
ま
り
特
権
階
級
と
な
る
。
彼
ら
は
学
問
を
軽

視
し
、
無
為
に
時
を
過
ご
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
少
数
派
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
れ
る
「
賢
人
」
が
、
「
愚
者
」
を
鞭
打
つ
場
面
や
飲
酒
に
耽
る
場
面
も
描
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
「
同
　
第
七
」
で
は
、
彼
が
同
国
の
ペ
ル
ド
ゥ
ド
の
街
で
、
知
り
合
っ
た
住
人
と
「
民
族
性
の
聖
堂
⑳
惹
竃
ロ
雌
器
8
α
。
≦
9
。
ご
へ
入
る
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

子
が
描
か
れ
る
。
そ
の
見
事
な
建
物
の
大
き
な
扉
の
上
に
は
金
色
の
文
字
で
、
「
尊
い
生
ま
れ
で
な
い
者
は
こ
こ
か
ら
立
ち
去
れ
！
」
（
強
調
原

文
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
言
に
は
、
「
こ
の
国
で
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
も
の
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
」
と
の
註
も
付
い
て
い
る
。
聖
堂
の
脇
に
は
屋
根
の
無
い
「
民
族
の
居
酒
屋
」
が
あ
り
、
「
民
族
の
食
堂
の
主
」
と
い
う
称
号
で
飾
ら

れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
農
民
に
高
値
で
ウ
ォ
ッ
カ
を
売
っ
て
い
る
。

〔
聖
堂
の
入
り
口
で
は
神
官
が
〕
あ
な
た
た
ち
は
高
貴
な
生
ま
れ
の
人
で
す
か
、
そ
の
証
拠
を
持
っ
て
い
ま
す
か
、
と
尋
ね
た
。
私
の
連
れ
は
こ
れ
に
驚

い
て
叫
ん
だ
。
「
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
聖
堂
は
高
貴
な
生
ま
れ
の
人
だ
け
が
自
由
に
入
れ
て
、
来
訪
者
は
誰
で

も
、
入
る
前
に
玄
関
で
　
族
の
紋
章
を
持
つ
特
権
〔
貴
族
特
権
〕
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
扁
「
そ
の
と
お
り
。
扁
〔
イ
ン
ド
人

の
範
者
と
そ
の
連
れ
は
、
外
国
人
と
し
て
特
別
に
聖
堂
に
入
れ
た
が
、
「
民
族
性
」
の
神
の
前
で
、
民
族
性
を
愛
し
、
守
る
よ
う
、
以
下
の
誓
い
を
求
め

ら
れ
る
〕
（
～
）
尊
い
生
ま
れ
の
同
胞
は
、
誰
で
も
、
す
べ
て
を
う
ま
く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
の
役
所
を
治
め
る
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

心
か
ら
固
く
信
じ
る
。
同
胞
が
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
こ
で
学
ん
だ
か
は
決
し
て
尋
ね
な
い
し
、
他
人
に
も
そ
の
よ
う
な
無
意
味
な
問
い
を
さ
せ
な

い
。
（
二
）
尊
い
生
ま
れ
で
な
い
者
の
自
由
に
は
、
断
固
と
し
て
反
対
す
る
〔
以
下
、
『
な
ら
ず
者
憲
章
』
が
批
判
し
て
い
る
悪
習
と
同
様
の
も
の
が
列
挙

　
　
⑧

さ
れ
る
〕
。
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原
文
の
強
調
部
分
や
そ
れ
に
付
け
ら
れ
た
註
、
民
族
性
を
守
る
誓
い
の
内
容
か
ら
は
、
な
ら
ず
者
は
、
特
権
層
の
存
在
自
体
は
前
提
と
し
て

い
る
も
の
の
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
の
開
放
性
を
支
持
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
み
か
ら
成
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
批
判
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
拡
大
が
被
支
配
層
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
身
分
獲
得
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
こ
の
ほ
か
の
記
事
で
も
、
裕
福
な
都
市
民
の
シ
ュ
ラ
フ
皇
位
獲
得
に
対
す
る
執
着
や
、
彼
の
い
う
自
由
主
義
が
貧
し
い
隣
人
と
の
平
等
な
交

際
を
拒
む
閉
鎖
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
一
度
シ
ュ
ラ
フ
タ
位
を
獲
得
す
る
と
貧
し
い
都
市
民
と
は
一
線
を
画
そ
う
と
す
る
こ
と
な
ど
が
風
刺

　
　
⑨

さ
れ
る
。
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
み
な
ら
ず
、
称
号
自
慢
の
都
市
民
や
そ
の
似
非
自
由
主
義
も
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
社
会
の
主
導
的
立
場
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
他
身
分

へ
も
開
か
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
シ
ュ
ラ
フ
タ
出
身
者
の
み
に
は
限
定
し
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
同
時

に
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
そ
れ
以
外
の
身
分
の
区
別
を
厳
格
に
捉
え
る
こ
と
に
も
反
対
し
て
い
た
。
ま
た
、
な
ら
ず
者
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
同
様
の

欠
点
が
あ
れ
ば
シ
ュ
ラ
フ
タ
以
外
の
者
で
も
批
判
し
た
。

第
三
節
　
農
奴
制
問
題
と
教
育
問
題

　
本
節
で
は
、
な
ら
ず
者
の
姿
勢
が
顕
著
に
現
れ
た
農
奴
制
と
民
衆
教
育
の
問
題
を
通
し
て
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
以
外
に
も
開
か
れ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン

を
支
持
し
た
な
ら
ず
者
の
、
他
身
分
へ
の
対
応
を
考
察
し
た
い
。

　
ま
ず
、
農
奴
制
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
含
む
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
や
ロ
シ
ア
帝
国
の
バ
ル
ト
三
号
（
エ
ス
ト
ラ
ン
ト
、
リ
ヴ
ラ
ン

ト
、
ク
ル
ラ
ン
ト
）
で
既
に
廃
止
、
あ
る
い
は
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
な
ら
ず
者
の
会
も
農
奴
制
批
判
の
記
事
を
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』

に
た
び
た
び
載
せ
て
い
る
。
例
と
し
て
一
八
一
七
年
一
月
の
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
嚇
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
A
・
マ
ル
チ
ノ
フ
ス
キ
に
よ
る

「
農
民
殴
打
機
」
と
い
う
記
事
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
先
述
の
よ
う
に
三
〇
〇
〇
部
の
好
評
を
博
し
た
と
い
う
こ
の
記
事
は
、
農
民
は
ぶ
た
な

け
れ
ば
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
、
だ
が
農
民
を
ぶ
つ
労
力
と
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
農
民
殴
打
機
を
作
っ
た
、
ま
も
な
く
売
り
出
す
と
い
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⑩

う
強
烈
な
皮
肉
で
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
よ
る
農
民
の
非
人
間
的
な
扱
い
を
批
判
し
て
い
る
。

　
農
奴
制
廃
止
の
問
題
は
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
誌
上
に
限
ら
れ
た
議
論
で
は
な
か
っ
た
。
な
ら
ず
着
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
世
論
を
喚
起
し
、

一
八
一
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
ヴ
ィ
ル
ノ
県
議
会
で
も
こ
の
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
な
ら
ず
者
の
会
会
員
で
も
あ
っ
た
M
・
レ
メ
ル
が
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

長
を
務
め
る
な
か
、
激
し
い
議
論
の
末
、
皇
帝
に
農
奴
制
廃
止
の
陳
情
を
行
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
の
陳
情
は
大
き
な
成
果
を
生
ま
な
か

っ
た
が
、
な
ら
ず
者
の
会
の
な
か
に
は
個
人
的
に
農
民
の
待
遇
改
善
に
努
め
た
者
も
い
た
。
例
え
ば
、
死
亡
追
悼
記
事
に
よ
れ
ば
、
シ
ム
キ
ェ

ヴ
ィ
チ
は
遺
言
で
所
領
の
翼
下
を
土
地
の
保
有
を
認
め
て
解
放
し
、
農
民
を
含
む
貧
し
い
家
庭
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
基
金
を
残
し
た
。
ニ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ム
チ
ェ
フ
ス
キ
も
、
貧
困
家
庭
用
の
教
育
基
金
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
な
ら
ず
者
の
理
想
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
農
奴
舗
批
判
の
記
事
は
、
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
や
コ
ン
ト
リ
ム
が
主
に
活
動
し
た
、
な
ら
ず
者
の
会
の
活
動
の
前
半
期
に
大
い
に
誌
面
を
に
ぎ

わ
せ
た
。
だ
が
、
農
村
を
牧
歌
的
に
理
想
化
せ
ず
に
、
貧
困
や
道
徳
的
な
堕
落
と
い
う
農
村
の
悲
惨
な
実
態
を
描
く
記
事
は
そ
の
後
も
続
く
も

　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
の
、
会
長
が
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
に
代
わ
っ
て
か
ら
は
、
農
奴
解
放
に
関
す
る
言
説
は
鈍
っ
た
。
ま
た
『
な
ら
ず
者
憲
章
』
の
補
足
に
あ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
都
市
会
員
が
階
層
化
さ
れ
、
会
も
有
産
市
民
（
シ
ュ
ラ
フ
タ
）
か
ら
な
る
と
表
明
さ
れ
る
な
ど
、
民
主
的
な
傾
向
を
減
じ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
な
ら
ず
者
は
、
農
民
保
護
の
観
点
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
、
農
場
経
営
で
農
民
を
搾
取
し
、
旅
籠
で
農
昆
を
深
酒
に
お
ぼ
れ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
い
る
と
糾
弾
し
た
。
ま
た
、
浪
費
の
激
し
い
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
金
を
貸
し
付
け
る
点
も
批
判
し
た
。
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
論
と
も
似
通
っ
た
、
非

常
に
偏
っ
た
見
方
で
、
こ
の
点
で
は
な
ら
ず
者
は
時
代
を
超
え
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ア
レ
ン
ダ
制
な
ど
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
用
い
た
所
領
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
行
う
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
対
し
て
も
、
彼
ら
の
批
判
の
矛
先
は
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
述
の
死
亡
追
悼
記
事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
教
育
に
つ
い
て
も
熱
心
に
活
動
を
行
っ
た
。
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』

誌
上
で
は
、
学
問
や
教
育
の
価
値
を
認
め
ず
、
無
知
な
ま
ま
で
地
方
議
会
や
裁
判
所
の
職
を
買
収
す
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
対
し
て
、
強
烈
な
皮
肉

を
続
け
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
ト
リ
ム
や
ヤ
ン
・
ホ
チ
コ
ら
は
、
自
力
で
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
貧
し
い
農
民
・
都
市
民
・
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
教
育
を
援
助
す
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る
た
め
、
慈
善
協
会
で
も
活
動
し
た
。
特
に
農
奴
制
廃
止
の
議
論
が
行
き
詰
ま
っ
た
一
八
二
〇
年
以
降
は
、
教
育
問
題
が
大
き
な
関
心
事
と
な

　
⑱つ
た
。
ホ
チ
コ
は
、
連
衆
向
け
の
読
本
『
シ
フ
ィ
ス
ウ
ォ
チ
の
ヤ
ン
氏
隠
（
一
八
二
一
年
）
を
刊
行
し
、
民
衆
の
啓
蒙
に
努
め
た
。
な
ら
ず
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
、
A
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
イ
チ
ら
に
よ
る
フ
ィ
ロ
マ
ー
ト
協
会
も
こ
の
本
の
普
及
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
ホ
チ
コ
は

一
八
二
二
…
二
一
二
年
に
は
ヴ
ィ
ル
ノ
教
育
管
区
の
視
学
官
と
な
り
、
教
区
学
校
の
視
察
を
行
っ
た
。
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
も
、
大
学
や
中
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

教
育
の
ほ
か
、
教
区
学
校
な
ど
の
初
等
教
育
に
関
す
る
記
事
も
晃
ら
れ
る
。

　
他
方
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
は
、
女
性
に
つ
い
て
は
支
配
層
の
教
育
の
み
に
目
を
向
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
社
交
に
の
み
役
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

よ
う
な
軽
薄
な
教
育
を
行
う
と
し
て
、
女
子
の
寄
宿
学
校
を
批
判
し
た
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
な
ら
ず
者
の
会
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
中
心
と
す
る
も
の
の
、
農
民
を
含
め
て
全
身
分
に
開
か
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
。
シ
ュ
ラ
フ
タ
以
外
の
身
分
に
対
し
て
は
、
農
奴
欄
の
廃
止
や
教
育
を
通
じ
て
身
分
的
な
上
昇
の
道
を
開
き
、
ネ
イ

シ
ョ
ン
へ
の
統
合
を
可
能
に
し
ょ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
身
分
制
度
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
身
分
的
な
障
壁
が
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
も
考
え
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
な
ら
ず
者
た
ち
が
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
や
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
行
っ
た
社
会
へ
の
批
判
は
、
～
八
世
紀
後
半
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
で
の
改
革
派
の
議
論
と
、
モ
ラ
ル
の
向
上
や
教
育
の
普
及
な
ど
の
点
で
類
似
し
て
い
る
。
社
会
改
革
を
論
じ
る
場
が
ヴ
ィ
ル
ノ
に
で
き
た
こ

と
は
こ
の
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
言
論
を
な
ら
ず
者
た
ち
も
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
際
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
や
知
識
人
に
限
れ
ば
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
旧
「
共
和
国
」
領
の
他
地
域
と
多
く
の
共
通
点
を
有
し
、
ヴ
ィ
ル
ノ
の
社
会
も
ワ

ル
シ
ャ
ワ
の
社
会
も
同
様
の
習
慣
や
悪
弊
を
抱
え
て
い
た
。
だ
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
と
は
言
語
や
宗
教
、
文
化
の
異
な
る
民

衆
が
お
り
、
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
異
な
る
歴
史
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
三
章
で
は
、
民
衆
を
中
心
と
し
た
非
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
な
も
の
へ
の
な

ら
ず
者
の
会
の
態
度
を
検
討
す
る
。
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①
彼
ら
の
抱
い
た
り
ト
ア
ニ
ア
の
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参

　
昭
…
。
o
o
．
囲
ε
計
　
．
、
N
震
◎
犀
「
o
㎝
　
や
『
N
o
。
・
齢
罠
。
門
5
冤
　
び
湾
≦
蜜
　
≦
　
≦
望
。
σ
「
9
ρ
悼
φ
ロ
貯
　
一
喫
吋
。
嵩
α
q
o
嵩
＆
固

　
罎
＝
o
湧
惹
鼠
門
戸
。
勢
母
芝
剛
。
信
。
葛
強
豪
刷
ミ
縞
§
ミ
象
鳥
切
嵩
蕃
。
“
養
簿
（
一
Q
。
ま
み
◎
。
P
P
）
．
、
り
逗
。
貯

　
鵜
陰
。
識
皐
9
駄
蕊
麸
勘
ミ
瑳
鋏
甘
蛍
恥
譜
誠
賞
ぎ
こ
へ
、
葡
ミ
ミ
寓
、
お
㌧
§
o
㍉
陰
。
蔓
窺
ヤ

　
ぎ
、
ミ
ミ
、
卜
耐
ミ
ミ
㍉
、
・
卜
§
沖
噂
癸
賄
8
貯
ミ
愚
蔚
、
ミ
．
賢
斜
ぎ
、
ミ
、
o
、
潟
貸
3
際
巨
唱
融
P
D
O
O
メ

　
も
つ
．
ゆ
い
一
一
〇
S

②
．
．
欝
践
宣
旨
琶
号
ま
奎
≦
ご
樽
・
岸
N
。
ぴ
。
・
・
ヨ
p
畠
≦
℃
。
騨
ひ
隠
匹
。
≦
9
『
ω
N
9
毒
．
、
”

　
判
蕊
曽
ロ
¢
F
一
当
同
×
一
◎
σ
一
〇
◎
．

③
た
だ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
プ
ワ
ー
ヴ
ィ
近
郊
に
も
な
ら
ず
者
の
会
の
通
信
員

　
が
い
た
。
．
．
Z
①
ζ
o
δ
σ
q
一
閃
「
き
駐
N
集
N
；
。
竃
o
o
犀
一
、
一
蒔
”
霞
P
。
。
ρ
一
い
署
一
。
。
旨
．

④
．
．
】
）
。
§
。
・
圃
・
幕
冨
§
犀
剛
・
．
、
”
鳶
堕
邑
超
一
×
＝
。
。
渾

⑤
（
u
昏
量
撃
9
8
5
．
．
℃
。
O
『
ひ
母
℃
δ
営
ぽ
ざ
些
。
N
鼠
。
N
・
塁
。
露
量
の
塁
、
．
㌔
菌
”

　
匿
同
α
P
D
Q
◎
頃
一
◎
◎
P
ρ
霞
一
g
Q
担
乾
く
目
一
〇
Q
N
ρ
翼
N
O
O
冒
白
話
目
一
〇
◎
N
O
．

⑥
、
．
駐
眞
巨
遷
。
。
幕
ヨ
。
陣
。
陣
8
。
ご
二
二
・
。
。
・
霧
ζ
円
き
噂
嵩
o
N
漆
げ
§
暑
。
。
N
四

　
譲
。
。
o
嵩
三
螢
ω
N
冨
魯
。
慾
。
。
障
凹
。
σ
Q
o
－
．
（
以
下
．
．
臣
ω
受
宣
首
唱
ζ
o
、
．
と
略
評
壽
ヨ
ニ
P
メ
一
〇

　
＜
一
。
。
一
P
こ
の
記
事
は
東
方
学
を
学
ん
だ
J
・
セ
ン
コ
フ
ス
キ
に
よ
る
も
の
で
は

　
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
⑩
三
〇
8
N
旨
玲
P
o
や
o
F
闇
。
・
．
ま
ω
．

⑦
こ
の
記
事
で
は
、
蚕
ひ
ミ
匿
δ
O
。
≦
。
継
妻
8
自
。
蓬
な
ど
の
語
は
、
文
化
・
雷

　
語
な
ど
を
同
じ
く
す
る
集
団
（
民
族
）
と
、
政
治
的
権
利
を
共
有
す
る
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第
三
章
　
な
ら
ず
者
の
会
と
リ
ト
ア
ニ
ア

第
｝
節
　
知
識
人
に
よ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
関
心

　
一
九
世
紀
初
頭
、
大
学
の
あ
る
ヴ
ィ
ル
ノ
や
、
ジ
ュ
ム
チ
司
教
を
中
心
と
す
る
ジ
ュ
ム
チ
地
方
、
そ
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
領
の
リ
ト
ア
ニ
ア

（
小
リ
ト
ア
ニ
ア
）
で
は
、
歴
史
二
欝
語
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
な
ど
を
中
心
に
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。
背
景
に
は
、
宗

教
・
初
等
教
育
上
の
必
要
や
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
が
あ
る
。
一
八
一
八
年
に
は
、
小
リ
ト
ア
ニ
ア
の
K
・
ド
ネ
ラ
イ
テ
ィ
ス
に
よ
る
リ
ト
ア
ニ

ア
語
の
詩
『
四
季
』
が
ド
イ
ツ
語
訳
を
つ
け
て
出
版
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
ロ
シ
ア
領
の
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
T
・
チ
ャ
ッ
キ
や

X
・
ボ
ブ
シ
ュ
、
J
・
レ
レ
ヴ
ェ
ル
ら
に
よ
っ
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
畏
族
の
歴
史
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
の
世
界
史
講
座

を
担
当
し
た
レ
レ
ヴ
ェ
ル
は
、
新
た
な
歴
史
学
を
提
唱
し
て
歴
史
一
般
へ
の
関
心
も
喚
起
し
た
。
こ
う
し
て
、
歴
史
、
特
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
民

族
の
起
源
や
異
教
時
代
へ
の
興
味
が
増
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
も
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
当
時
の
関
心
は
、
多
く
の
場
合
、
リ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ア
ニ
ア
法
典
を
除
い
て
、
ル
シ
的
な
要
素
へ
は
向
け
ら
れ
な
い
。

　
な
ら
ず
者
の
会
に
も
、
啓
蒙
と
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
が
並
存
し
て
い
た
と
い
え
る
。
学
問
・
教
育
の
力
を
信
仰
し
、
農
民
の
地
位
向
上
を
図

ろ
う
と
す
る
啓
蒙
主
義
的
側
面
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
古
代
へ
の
関
心
な
ど
の
ロ
マ
ン
主
義
的
側
面
で
あ
る
。
『
な
ら
ず
者
憲
章
』
第
四
項
に
は
以

下
の
よ
う
に
あ
る
。



な
ら
ず
者
の
会
に
入
る
と
、
都
市
会
員
は
会
か
ら
名
前
を
与
え
ら
れ
る
。
会
員
は
、
な
ら
ず
者
の
務
め
を
果
た
す
際
の
全
活
動
に
お
い
て
、
通
常
の
氏
名

の
代
わ
り
に
そ
の
名
前
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
名
前
は
、
神
話
の
時
代
に
我
々
の
先
祖
で
あ
る
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
人
が
、
崇
拝
す
る
生
き
物
、

ま
た
高
い
地
位
あ
る
い
は
す
ば
ら
し
い
徳
の
ゆ
え
に
尊
敬
す
る
人
物
を
指
し
た
言
葉
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
な
ら
ず
者
は
、
少
な
く
と
も
ま
る

一
年
の
間
、
他
人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
読
書
を
通
じ
て
、
年
代
記
や
歴
史
書
の
中
に
、
自
分
が
名
前
を
通
し
て
栄
光
を
授
か
っ
た

生
き
物
や
人
間
に
つ
い
て
の
歴
史
的
言
い
伝
え
を
見
つ
け
出
す
よ
う
努
力
す
る
。
こ
れ
は
、
単
に
地
域
の
事
情
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ト
ア
ニ

ア
民
族
澄
み
位
の
神
話
的
な
歴
史
の
編
纂
に
加
わ
る
こ
と
を
高
潔
に
も
意
図
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
、
の
ち
に
、
な
ら
ず
者
の
会
の
仕
事
と
努
力
、
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

用
で
、
同
胞
や
世
界
の
識
者
に
貢
献
す
る
べ
く
、
図
版
を
つ
け
て
出
版
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

一九世紀前半ヴィルノの知識人とリトアニア（梶）

　
こ
の
よ
う
に
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
・
歴
史
か
ら
採
っ
た
会
員
名
を
用
い
、
そ
の
名
を
も
ら
っ
た
神
や
崇
拝
対
象
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
、
本
を
出
す
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。
な
ら
ず
者
た
ち
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史
や
神
話
へ
の
大
き
な
関
心
が
窺
え
る
。
初
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

会
長
の
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
の
中
で
高
位
の
神
と
さ
れ
る
雷
神
ベ
ル
ク
ナ
ス
（
ペ
ル
ク
ー
ナ
ス
）
の
名
を
用
い
た
。
こ
れ

ら
の
神
の
名
前
は
、
当
時
広
く
読
ま
れ
た
、
エ
ハ
世
紀
の
M
・
ス
ト
リ
イ
コ
フ
ス
キ
の
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ジ
ュ
ム
チ
お
よ
び
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ル
シ
の
年
代
記
』
（
一
七
六
六
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
第
二
版
が
出
版
）
か
ら
採
ら
れ
た
。
当
時
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
民
族
の
伝
説
上
の
始
祖
で
あ
る
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

レ
モ
ン
（
パ
レ
モ
ナ
ス
）
の
名
を
冠
し
た
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
組
織
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
に
ま
つ
わ
る
名
前
が
シ
ュ
ラ
フ

タ
や
知
識
人
の
あ
い
だ
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
『
な
ら
ず
者
憲
章
』
を
編
纂
し
た
の
は
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
発
刊
を
経
済
的
に
支
援
し
た
K
・
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
を
長
に
、
コ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

リ
ム
や
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
、
そ
し
て
後
に
追
加
で
選
ば
れ
た
バ
リ
ン
ス
キ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
る
。
コ
ン
ト
リ
ム
は
、
L
・
ウ

ヴ
ォ
イ
ン
（
ウ
ヴ
ァ
イ
ニ
ス
）
や
S
・
ス
タ
ニ
ェ
ヴ
ィ
チ
（
ス
タ
ネ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
）
な
ど
の
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
で
も
著
述
を
行
う
知
識
人
と
の
幡
広

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
交
流
を
持
っ
て
い
た
。
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
も
、
コ
ン
ト
リ
ム
を
リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
の
著
者
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
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リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
に
ま
つ
わ
る
会
員
名
と
リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
の
研
究
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
は
、
コ
ン
ト
リ
ム
や
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
あ
っ
た
と
考

　
　
　
⑨

え
ら
れ
る
。

　
『
憲
章
』
第
四
項
の
会
員
名
の
ほ
か
に
も
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
の
筆
名
や
登
場
人
物
の
名
前
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
名
前
に
混

じ
っ
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
名
前
や
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
も
じ
つ
た
も
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
語
尾
を
リ
ト
ア
ニ
ア
語
風
に
変
え
た
も
の
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
シ
ン
ボ
ル
「
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
」
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
民
話
の
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

飛
ぶ
老
婆
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
啓
蒙
的
側
面
も
持
つ
な
ら
ず
者
の
会
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
や
歴
史
、
言
語
に
い
か
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
マ
ン
主

義
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
が
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
文
化
の
固
有
性
を
積
極
的
に
打
ち
出
す

方
向
が
縮
小
し
た
と
の
指
摘
が
あ
如
・
そ
こ
で
・
リ
ト
ア
ニ
ア
の
固
有
性
に
関
わ
縦
ま
た
民
衆
的
馨
の
と
も
髪
ら
れ
る
・
神
話
を
含
む

歴
史
と
言
語
へ
の
態
度
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
節
と
第
三
節
で
詳
細
に
検
討
し
た
い
。
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第
二
節
　
な
ら
ず
者
の
会
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史

　
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
に
は
、
発
見
さ
れ
た
古
い
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
っ
た
な
ど
、
寓
話
の
世
界
を
導
く
レ
ト
リ
ッ
ク
と

し
て
歴
史
を
用
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
、
古
文
書
収
集
や
歴
史
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

会
長
が
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
に
交
替
し
た
後
半
期
も
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
歴
史
を
用
い
る
こ
と
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
他
方
で
、
歴
史
自
体
を

題
材
と
す
る
記
事
は
、
自
ら
の
過
去
と
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
の
古
代
史
を
位
置
づ
け
な
が
ら
、
現
状
批
判
を
展
開
す
る
。
以
下
で
、
後
者
に
つ
い

て
詳
し
く
見
て
ゆ
き
た
い
。

　
第
～
五
号
の
、
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
よ
る
「
魔
法
の
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
て
の
放
浪
　
続
編
」
に
は
、
空
飛
ぶ
シ
ャ
ベ
ル
に
乗
っ
た
シ
ュ
ラ
フ

タ
が
、
ジ
ュ
ム
チ
地
方
の
ニ
ェ
メ
ン
川
上
空
を
飛
ぶ
場
面
が
あ
る
。
彼
は
、
一
四
世
紀
に
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
と
な
っ
た
ゲ
デ
ィ
ミ
ン
（
ゲ
デ
イ
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ミ
ナ
ス
）
が
他
民
族
か
ら
国
を
守
っ
て
戦
死
し
た
地
を
訪
れ
、
彼
の
死
を
悼
む
と
と
も
に
、
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
に
有
徳
で
勇
敢
な
人
々
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
こ
と
を
喜
ぶ
。
ま
た
、
ベ
ル
ク
ナ
ス
の
聖
堂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
パ
レ
モ
ン
の
丘
」
も
訪
れ
る
。

　
第
七
五
号
に
載
せ
ら
れ
た
匿
名
の
「
手
稿
の
入
っ
た
鉄
の
箱
」
で
は
、
「
我
々
の
先
祖
が
い
か
に
文
心
的
で
あ
っ
た
か
」
を
示
す
、
古
代
リ

ト
ア
ニ
ア
史
の
新
発
見
史
料
と
し
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
手
稿
が
公
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
は
有
徳
の
王
の
治
め
る
身
分

の
隔
て
の
な
い
社
会
と
し
て
描
か
れ
、
古
代
の
異
教
の
司
祭
に
よ
る
不
正
な
蓄
財
も
糺
さ
れ
る
。
ま
た
、
～
九
世
紀
当
時
の
農
奴
制
廃
止
運
動

と
重
ね
ら
れ
た
農
奴
解
放
計
画
に
も
言
及
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ボ
ク
ル
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
に
関
す
る
新
史
料
が

紹
介
さ
れ
、
ス
ト
リ
イ
コ
フ
ス
キ
な
ど
の
年
代
記
に
異
論
が
唱
え
ら
れ
る
。
特
に
、
ボ
ク
ル
ス
、
グ
ル
ポ
な
ど
、
な
ら
ず
者
の
会
の
会
員
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

～
部
は
神
の
名
で
は
な
く
、
人
あ
る
い
は
精
霊
の
名
前
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
記
事
で
は
、
ボ
ク
ル
ス
が
一
四
世
紀
の
教
授
で
あ
っ
た
な
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

書
か
れ
、
そ
の
名
を
用
い
た
コ
ン
ト
リ
ム
が
郷
楡
さ
れ
る
。
だ
が
、
一
般
に
、
な
ら
ず
者
の
皮
肉
・
笑
い
は
自
ら
に
も
及
び
、
何
で
も
笑
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

種
に
し
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
深
刻
な
敵
対
関
係
を
表
す
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
記
事
全
体
と
し
て
は
、
古
代
の
新
た
な
情
報
を
め
ぐ
っ
て

過
熱
す
る
さ
ま
に
は
や
や
距
離
を
置
い
て
い
る
も
の
の
、
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
関
心
を
共
有
し
、
そ
れ
を
理
想
的
に
描
い
て
堕
落
し
た
現
在

と
の
対
比
を
強
調
す
る
。

　
ま
た
、
先
述
の
第
一
五
二
号
の
「
文
学
的
報
告
」
で
も
、
「
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
に
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
で
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
が
民
主
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、
当
時
の
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
研
究
が
そ
れ
を
理
想
化
す
る
傾
向

　
　
　
⑯

に
あ
っ
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
当
時
の
社
会
の
欠
点
を
批
判
し
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
に
は
、
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
関
心
を
抱
く
様
子
自
体
を
描
い
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、

リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
題
を
持
つ
「
裁
判
に
お
け
る
雄
弁
に
つ
い
て
の
論
文
」
（
第
～
〇
一
号
）
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
原
文
に

添
え
ら
れ
た
訳
者
「
学
問
を
守
る
者
」
の
序
文
と
い
う
体
裁
で
、
博
物
館
「
バ
ウ
ブ
リ
ス
」
と
そ
の
管
理
人
「
サ
ル
ガ
ス
・
カ
ヴ
ォ
ト
イ
ス
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

イ
ル
・
ウ
シ
ュ
コ
ト
イ
ス
氏
」
（
い
ず
れ
も
原
文
は
リ
ト
ア
ニ
ア
語
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
バ
ウ
ブ
リ
ス
と
は
、
当
時
既
に
有
名
で
あ
っ
た
、
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⑱

ジ
ュ
ム
チ
の
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
研
究
家
、
D
・
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
（
ポ
シ
ュ
カ
）
の
建
て
た
実
在
の
博
物
館
で
あ
る
。
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ

に
擬
さ
れ
る
管
理
人
は
、
学
の
有
無
・
貧
富
・
老
若
・
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
自
分
の
博
物
館
に
受
け
入
れ
る
。
だ
が
、
バ
ウ
ブ
リ
ス
の

取
る
に
足
り
な
い
収
集
・
展
示
物
や
、
管
理
人
の
荒
唐
無
稽
な
歴
史
叙
述
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
と
ジ
ュ
ム
チ
語
（
ジ
ェ
マ
イ
テ
ィ
や
語
。
現
在
で
は

リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
～
方
琶
と
さ
れ
る
）
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
単
純
な
比
較
に
よ
る
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
人
匪
イ
ン
ド
妄
説
な
ど
が
椰
楡
さ
れ
る
。

当
時
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
の
言
語
比
較
を
背
景
に
し
た
、
非
実
証
的
な
歴
史
へ
の
批
判
と
い
え
よ
う
。

彼
の
古
代
史
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
進
歩
の
な
さ
の
象
徴
と
し
て
も
批
判
さ
れ
る
。
ま
た
、
管
理
人
は
学
問
の
価
値
を
理
解
せ
ず
、
大
変
貴
重
な

こ
の
「
雄
弁
に
つ
い
て
の
論
文
」
も
学
校
へ
寄
付
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
巻
物
の
第
一
巻
は
、
「
弁
護
士
と
裁
判
の

事
情
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
キ
ケ
ロ
の
哲
学
の
ほ
か
に
、
昔
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
知
恵
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
現
在
に

は
な
い
、
お
互
い
の
話
に
耳
を
傾
け
あ
う
と
い
う
昔
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
一
九
世
紀
初
頭
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

好
き
や
法
曹
界
の
腐
敗
の
対
極
と
し
て
古
代
が
描
か
れ
、
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
を
あ
る
程
度
肯
定
的
に
扱
っ
て
い
る
様
子
も
窺
え
る
。

　
こ
の
記
事
の
筆
者
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
研
究
は
バ
リ
ン
ス
キ
だ
と
見
な
し
て
お
り
、
本
稿
の
筆
者
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い

⑳る
。
バ
リ
ン
ス
キ
は
一
八
＝
一
年
に
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
数
学
部
へ
入
学
し
、
一
八
一
四
年
以
降
は
歴
史
や
法
、
文
学
も
学
び
、
歴
史
家
レ
レ
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
後
年
彼
は
歴
史
家
と
な
る
が
、
の
ち
に
出
版
す
る
ヴ
ィ
ル
ノ
市
史
に
は
一
八
一
八
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
後
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
ほ
か
の
著
作
に
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
宗
教
や
古
代
・
中
世
の
歴
史
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
～
〇
一
号
の
記
事
の
風
刺
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ベ
レ
ス
ネ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
が
言
う
よ
う
な
リ
ト
ア
ニ
ア
古
代
に
関
す
る
研
究
の
全
面
的
な
批
判
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
『
な
ら
ず
者
憲
章
臨
の
編

纂
委
員
で
も
あ
り
、
自
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
の
古
代
へ
も
関
心
を
持
っ
た
バ
リ
ン
ス
キ
に
と
っ
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
古
代
研
究
自
体
が
守
旧
的
な
の

で
は
な
く
、
史
料
を
扱
う
方
法
や
歴
史
研
究
の
目
的
の
違
い
が
批
判
の
的
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
他
方
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
は
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
一
〇
一
号
の
記
事
を
、
彼
に
よ
る
古
物
収
集
や
バ
ウ
ブ
リ
ス
を
風
刺
す
る
も
の
と
し

て
隣
人
か
ら
聞
き
つ
け
た
。
彼
に
よ
る
と
、
こ
の
記
事
に
対
抗
し
て
バ
ウ
ブ
リ
ス
を
擁
護
し
た
匿
名
の
詩
が
手
稿
の
ま
ま
で
広
ま
っ
た
。
友
人

88　（870）
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ら
は
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
は
掲
載
を
拒
否
し
た
と
い
う
。
彼
自
身
も
抗
議
し
よ
う
と
し
た
が
、
ば
か
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
無
視
す
べ
き
だ
と
い
う
隣
人
の
助
言
で
、
自
ら
の
反
論
を
公
に
す
る
の
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ

の
よ
う
な
リ
ト
ア
ニ
ア
の
古
代
へ
の
関
心
や
研
究
が
孤
立
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
イ
チ
と
な
ら
ず
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
直
接
の
関
係
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
コ
ン
ト
リ
ム
と
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
は
多
く
の
共
通
の
友
人
・
知
人
が
い
た
。

　
だ
が
、
会
の
活
動
の
後
半
の
時
期
に
な
る
と
、
歴
史
へ
の
傾
倒
自
体
を
風
刺
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
史
へ
の
関
心
や
そ
の
愛
好
家
に
対
し
て
よ
り

批
判
的
な
態
度
を
取
る
記
事
も
載
る
。
～
八
一
九
年
四
月
の
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
二
五
号
に
匿
名
で
掲
載
さ
れ
た
「
バ
ビ
ロ
ン
へ
の
最
新

の
旅
」
で
は
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
イ
チ
を
古
物
収
集
家
「
ビ
ー
ル
飲
み
O
尋
写
≧
錠
。
。
氏
」
（
リ
ト
ア
ニ
ア
語
）
と
し
て
登
場
さ
せ
、
そ
の
古
物
収

集
癖
を
嘲
笑
し
て
い
る
。
記
事
の
概
要
は
、
い
つ
も
は
読
ま
な
い
新
聞
で
バ
ビ
ロ
ン
の
塔
発
見
の
知
ら
せ
を
知
っ
た
ビ
ー
ル
飲
み
氏
は
、
自
分

の
民
族
の
始
祖
で
あ
る
ジ
ェ
ミ
ャ
イ
テ
イ
ス
N
o
日
雷
巻
。
。
（
リ
ト
ア
ニ
ア
語
で
ジ
ュ
ム
チ
（
ジ
ェ
マ
イ
テ
ィ
ヤ
）
地
方
の
人
の
意
）
が
、
バ
ビ
ロ
ン
の

塔
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
早
速
リ
ト
ア
ニ
ア
民
族
の
遺
産
を
探
し
に
バ
ビ
ロ
ン
に
赴
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

バ
ビ
ロ
ン
の
塔
の
五
二
階
で
、
彼
は
、
古
代
の
我
々
の
土
地
に
と
っ
て
大
き
な
価
値
の
あ
る
遺
物
を
発
見
し
た
。
つ
ま
り
、
暗
い
隅
の
壁
に
挟
ま
っ
て
い

た
、
ジ
ェ
ミ
ャ
イ
テ
ィ
ス
自
身
が
使
っ
た
木
製
の
匙
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
〔
智
略
〕
彼
は
、
こ
の
計
り
知
れ
な
い
価
値
を
持
つ
遺
物
を
国
へ
持
っ
て

帰
り
、
バ
ウ
ブ
リ
ス
に
寄
贈
し
た
。
最
近
彼
は
以
下
の
よ
う
な
題
で
自
分
の
旅
の
記
述
を
出
版
し
た
。
『
あ
る
ジ
ュ
ム
チ
に
住
む
市
民
の
高
名
な
都
市
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ビ
ロ
ン
へ
の
旅
　
　
「
ビ
ー
ル
飲
み
」
著
〔
中
略
〕
一
こ
の
、
ジ
ュ
ム
チ
語
で
書
か
れ
た
、
我
々
の
国
で
最
良
の
書
物
は
周
知
に
値
す
る
。

作
者
不
明
の
こ
の
記
事
は
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
を
徹
底
的
に
批
判
す
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
古
代
の
理
想
的
な
姿
も
示
さ
れ
ず
、
そ
の
研
究
へ

の
関
心
自
体
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

第
一
二
七
号
と
第
＝
二
五
号
に
載
せ
ら
れ
た
、
先
述
の
「
イ
ン
ド
人
の
手
紙
」
で
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
含
め
た
言
語
の
単
純
な
比
較
が
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装
画
さ
れ
て
い
る
。
第
；
信
号
の
「
同
　
第
七
」
に
は
、
自
身
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
理
解
せ
ず
、
ま
た
、
自
民
族
の
言
語
に
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
と
類
似
し
た
語
が
わ
ず
か
し
か
な
い
の
に
、
自
民
族
の
起
源
を
イ
ン
ド
だ
と
信
じ
て
い
る
学
者
が
登
場
す
る
。
彼
は
、
イ
ン
ド
で
蜂
蜜
酒

に
高
い
税
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
怒
っ
て
、
祖
先
が
そ
こ
を
発
ち
、
旅
の
途
中
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
経
営
す
る
居
酒
屋
で
休
憩
が
て
ら
五
世
紀
間
滞

在
し
て
い
た
と
い
う
自
民
族
の
起
源
を
開
陳
し
、
こ
の
説
に
つ
い
て
の
本
も
書
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
民
族
の
起
源
に
関
す
る
歴
史
が
風

　
　
　
　
　
⑳

刺
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
史
へ
の
関
心
の
盛
り
上
が
り
に
対
す
る
な
ら
ず
歴
た
ち
の
態
度
が
、
相
互
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
コ
ン
ト
リ
ム
ら
が
会
の
中
心
に
い
た
活
動
の
前
半
期
に
は
、
会
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
へ
の
関
心
や
、
古
代
・
中
世
の
リ
ト
ア
ニ
ア

を
理
想
的
に
描
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
が
会
長
を
務
め
た
会
の
後
半
期
に
は
、
学
問
的
な
水
準
の
低
さ
や
進
歩
的
な
観
点

か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
古
代
へ
の
関
心
自
体
を
批
判
的
に
捉
え
る
記
事
も
存
在
し
た
。
ス
ク
フ
ァ
ル
チ
ン
ス
キ
に
よ
れ
ば
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ

チ
な
ど
の
リ
ト
ア
ニ
ア
古
代
史
・
文
化
愛
好
家
は
、
バ
リ
ン
ス
キ
ら
の
な
ら
ず
者
に
と
っ
て
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
よ
る
身
分
的
に
保
守
的
な
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
持
つ
好
古
趣
味
と
し
て
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
先
述
の
と
お
り
、
少
な
く
と
も
バ
リ
ン
ス
キ
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史
へ
の

関
心
を
共
有
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
彼
は
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
ら
の
活
動
を
従
来
と
変
わ
ら
ぬ
古
典
的
な
歴
史
叙
述
と
見
な
し
、
未
熟
な
段

階
に
あ
っ
た
史
料
批
判
や
比
較
言
語
学
を
椰
楡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
近
世
以
降
の
歴
史
に
取
材
し
た
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
記
事
も
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
軍
司
令
官
で
あ
っ

た
J
・
K
・
ホ
ト
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
や
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
家
的
合
同
以
前
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
で
人
文
主
義
者
に
よ
っ
て
創
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
パ
ロ
デ
ィ
国
家
「
バ
ビ
ン
共
和
国
」
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民
話
「
ト
フ
ァ
ル
ド
フ
ス
キ
」
に
着
想
を
得
た
風
刺
記
事
が
見
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
古
代
や
中
世
の
歴
史
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
関
し
て
描
か
れ
る
も
の
の
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
い
く
近

世
以
降
の
話
題
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
リ
ト
ア
ニ
ア
に
固
有
の
題
材
が
扱
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
境
界
が
ぼ
や
け
て
く

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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第
三
節
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
と
リ
ト
ア
ニ
ア
語
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で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
や
そ
の
使
用
に
対
す
る
な
ら
ず
者
の
態
度
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
本
節
で
は
こ
の
点
を
検
討
し
、
最
後
に
、

な
ら
ず
者
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
観
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史
や
言
語
に
対
す
る
態
度
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
先
述
の
よ
う
に
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
単
語
や
表
現
が
時
折
見
ら
れ
る
。
な
ら
ず
者
の
な
か
に
は
、
シ
ム
キ
ェ
ヴ
イ

チ
や
ニ
ェ
ム
チ
ェ
フ
ス
キ
の
よ
う
に
ジ
ュ
ム
チ
地
方
に
生
ま
れ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
も
操
る
も
の
が
い
た
。
ま
た
、
コ
ン
ト
リ
ム
は
、
彼
ら
の
ほ

か
に
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
と
も
に
操
る
知
識
人
と
交
流
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
多
く
の
な
ら
ず
者
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
知

識
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
も
っ
ぱ
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
書
い
た
。
噛
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
雑
誌
で
あ
り
、
第
～
〇
一
号
の
よ

う
に
リ
ト
ア
ニ
ア
語
で
書
か
れ
た
題
を
持
つ
も
の
は
大
変
珍
し
い
。

　
ま
た
、
前
節
で
引
用
し
た
「
裁
判
に
お
け
る
雄
弁
に
つ
い
て
の
論
」
や
「
バ
ビ
ロ
ン
へ
の
最
新
の
旅
」
で
は
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
と
思
し

き
人
物
が
リ
ト
ア
ニ
ア
語
（
ジ
ュ
ム
チ
語
）
で
本
を
著
す
こ
と
が
椰
楡
さ
れ
る
。
当
時
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
が
文
化
的
な
言
語
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
や
ル
シ
語
が
農
民
の
言
語
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
や
そ
の
友
人
ら
が
著
述
に
リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
用

い
る
こ
と
を
、
な
ら
ず
者
が
皮
肉
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
一
方
で
、
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
で
は
、
当
時
の
社
会
の
雷
語
状
況
と
し
て
、
農
民
と
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
言
語
の
違
い
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
は
「
外
国
語
を
話
す
」
、
つ
ま
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
以
外
の
言
語
を
話
す
農
民
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
匿
名
の
記
事
、
第
二
～
＝

号
の
「
『
の
ろ
ま
の
国
の
歴
史
的
、
統
計
的
、
物
理
的
、
道
徳
的
記
録
当
地
の
住
人
の
進
歩
に
つ
い
て
の
注
釈
つ
き
』
と
題
す
る
作
品
の
分

析
」
を
例
に
挙
げ
よ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
隠
喩
で
あ
る
「
の
ろ
ま
の
国
」
で
は
、
一
四
世
紀
半
ば
か
ら
農
民
の
言
語
と
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
フ
タ
の
言
語
が
分
か
れ
、
現
在
、
後
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
似
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
言
葉
の
例
は
、
東
ス

ラ
ヴ
語
の
影
響
を
受
け
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
方
言
を
リ
ト
ア
ニ
ア
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
た
だ
、
民
衆
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の
言
語
に
つ
い
て
は
リ
ト
ア
ニ
ア
語
と
も
ル
シ
語
と
も
言
及
は
な
い
。
こ
の
点
を
な
ら
ず
者
た
ち
が
い
か
に
考
え
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、

『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
ル
シ
へ
の
注
目
は
少
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
章
第
二
節
や
前
節
で
引
用
し
た
「
イ
ン
ド
人
の
手
紙
　
第
七
」
に
は
、
民
族
性
と
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
欠
点
を
信
奉
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
特
定
の
民
族
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
、
性
格
・
習
慣
・
顔
立
ち
・
言
葉
な
ど
の
人
間
の
特
徴
で
あ
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
考
え
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
身
分
的
に
限
定
し
な
い
共
同
体
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
文
化
や
言
語
な
ど
の
民
族
性
が
想
定
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
民
族
性
の
う
ち
の
言
語
は
、
具
体
的
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
な
ら
ず
者
が
『
街
角
ニ

ュ
ー
ス
』
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
書
い
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
か
ら
の
外
来
語
や
民
衆
言
葉
・
方
言
の
排
除
を
唱
え
、
正
書
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

変
更
へ
の
反
対
を
掲
げ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
維
持
や
純
化
に
大
き
な
関
心
を
払
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
は
、
兄
で
、

大
学
の
教
授
言
語
を
ラ
テ
ン
語
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
へ
変
え
た
学
長
の
ヤ
ン
・
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
と
と
も
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
拡
大
や
純
化
を

熱
心
に
進
め
て
い
た
。
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
が
会
の
中
心
人
物
に
な
っ
て
以
降
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
地
域
主
義
的
な
も
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
の

一
体
性
を
乱
す
遠
心
的
な
も
の
と
し
て
抑
止
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
学
術
友
好
協
会
の
S
・
B
・
リ
ン
デ
に
よ
る
初
め
て
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
辞
書
の
編
纂
・
出
版
事
業
も
、
な
ら
ず
者
の
会
の
あ
い
だ
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
咽
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
り
ン
デ
の
辞
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
着
想
を
得
た
風
刺
記
事
が
度
々
掲
載
さ
れ
た
。
先
述
の
「
栄
誉
あ
る
飲
ん
だ
く
れ
の
事
典
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
へ
の
脅
威
と
し
て
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
支
配
層
に
浸
透
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
西
欧
の
言
語
と
、

徐
々
に
社
会
へ
入
り
込
ん
で
い
た
ロ
シ
ア
語
で
あ
っ
た
。
特
に
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
、
社
会
上
層
の
女
性
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
中
心
と

し
た
外
国
語
文
学
へ
の
心
酔
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
等
閑
に
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
傾
倒
を
、
お
し
ゃ
れ
に
よ
る
浪
費
や
社
交
生
活
へ
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
を
抜
か
す
さ
ま
と
と
も
に
批
判
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
脅
か
す
存
在
と
し
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
代
わ
る
民
族
性
と
し
て
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
や
ル
シ
語
の
出
る
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幕
は
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
の
教
授
陣
に
よ
る
検
閲
で
も
、
宗
教
書
以
外
の
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
作
品
は
、
そ
の
多
く
が
出
版
を
認
め
ら
れ

　
　
　
⑳

な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
会
の
活
動
を
担
っ
た
知
識
人
の
多
く
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
を
重
視
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
は
研
究
対
象
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
い
は
他
者
の
言
語
と
捉
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
民
族
的
な
リ
ト
ア
ニ
ア
の
要
素
で
あ
っ
て
も
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
や
知
識
人
に
も
連
な
る

過
去
で
あ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
や
古
代
史
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
へ
の
関
心
に
は
差
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ず
者
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア

の
民
衆
に
大
き
な
関
心
を
示
し
、
そ
の
民
族
的
・
言
語
的
な
多
様
性
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
よ
る
啓
蒙
・

教
育
を
通
じ
た
、
民
衆
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
世
界
へ
の
統
合
を
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
語
は
、
必
ず
し
も
、
彼
ら
の
想
定
し
た
リ

ト
ア
ニ
ア
の
構
成
要
素
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
詳
し
い
検
討
を
要
す
る
が
、
同
様
の
理
由
で
、
シ
ユ
ラ
フ
タ
や
知
識
人
と
関
連
が

薄
い
ル
シ
語
へ
の
奮
及
が
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
に
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
で
、
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
は
、
他
の
多
く
の
会
員
と
異
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
領
の
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
が
、
ヴ
ィ
ル
ノ
の
知
識
人
と
し

て
な
ら
ず
者
の
会
に
参
加
し
、
地
域
に
即
し
た
会
の
活
動
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
内
に
存
在
す
る

開
か
れ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
意
識
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
だ
が
、
す
べ
て
の
な
ら
ず
者
が
排
他
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
使
用
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
、
ジ
ュ
ム
チ
の
初
等
学
校
で
は
、
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

め
は
リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
、
学
年
が
進
む
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
学
ぶ
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
他
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ト
ア
ニ
ア
語
は
消
滅
が
危
ぶ
ま
れ
て
も
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
コ
ン
ト
リ
ム
は
一
八
二
二
年
に
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学
や
視
学
総
監
の
A
・
J
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
に
、
雷
語
学
研
究
や
、

リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
話
す
農
民
へ
の
宗
教
・
初
等
教
育
に
応
じ
る
必
要
か
ら
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
に
倣
っ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
語
講
座
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
要
求
は
結
局
実
現
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
が
、
彼
は
ほ
か
に
も
リ
ト
ア
ニ
ア
語
で
の
出
版
や
翻
訳
に
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

を
与
え
、
ホ
チ
コ
の
『
シ
フ
ィ
ス
ウ
ォ
チ
の
ヤ
ン
氏
』
も
リ
ト
ア
ニ
ア
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
（
一
八
；
二
年
）
。

　
こ
の
点
で
、
な
ら
ず
者
の
会
の
中
心
が
コ
ン
ト
リ
ム
か
ら
シ
ニ
ヤ
デ
ッ
キ
に
移
っ
て
以
降
、
農
奴
解
放
な
ど
の
社
会
改
革
に
対
す
る
筆
が
鈍
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つ
た
こ
と
と
、
会
が
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
自
性
を
酒
養
す
る
方
向
か
ら
逸
れ
た
こ
と
と
は
、
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
社
会
や
ネ
イ
シ
ョ
ン
の

中
で
民
衆
が
占
め
る
位
置
と
そ
の
言
語
へ
の
対
応
に
は
関
連
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
な
ら
ず
者
の
会
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
の

み
か
ら
な
る
閉
鎖
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
批
判
し
、
特
に
コ
ン
ト
リ
ム
ら
は
農
奴
制
廃
止
や
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
の
民
衆
教
育
に
力
を
注
い
だ
。
コ

ン
ト
リ
ム
ら
に
と
っ
て
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
や
歴
史
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
全
体
に
通
じ
惹
過
去
で
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同

体
の
中
で
も
リ
ト
ア
ニ
ア
的
要
素
は
遠
心
力
で
は
な
く
、
民
衆
の
教
育
の
た
め
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
語
の
知
識
は
不
可
欠
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
ら
ず
者
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
中
心
に
し
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
位
は
他
身
分
へ
も
開
か
れ
た
も
の

で
あ
り
、
農
民
も
社
会
の
構
成
員
と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
も
と
の
「
共
和
国
」
あ
る
い
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と
い
う
政
治
的
枠
組
み
を
保
っ

た
う
え
で
、
理
論
的
に
す
べ
て
の
身
分
に
開
か
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
と
し
て
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
構
想
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
な

か
で
、
コ
ン
ト
リ
ム
ら
は
仕
過
の
用
い
た
り
ト
ア
ニ
ア
語
の
教
育
や
出
版
な
ど
を
唱
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
み
で
は
な
い
社
会
を
志
向
し
た
。

前
述
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
、
高
文
化
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
の
も
と
で
多
面
語
の
社
会
と
な
る
可
能
性
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
、
近
世
の
身
分
限
定
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
も
、
近
代
以
降
の
言
語
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
均
質
的
な
ネ
イ

シ
ョ
ン
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
な
ら
ず
者
た
ち
が
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
を
民
主
的
な
も
の
と
し
て
描
く
点
は
、
同
時
代
の
S
・
ダ
ウ
カ
ン
タ
ス
や
T
・
ナ
ル
ブ
ッ
ト

に
よ
る
歴
史
叙
述
と
一
致
し
て
い
る
。
彼
ら
の
歴
史
叙
述
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
合
同
を
リ
ト
ア
ニ
ア
の
没
落
原
因
と
見
な
し
、
の
ち
に
リ
ト

ア
ニ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
ダ
ウ
カ
ン
タ
ス
は
、
長
ら
く
公
刊
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
八
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
に
リ
ト
ア
ニ
ア
語
に
よ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
史
を
初
め
て
著
し
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
話
す
農
民
こ
そ
が
リ
ト
ア
ニ
ア
人
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
ら
ず
者
た
ち
は
、
実
際
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
古
代
を
問
題
に
す
る
よ
り
も
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
に
よ
る
農
昆
支
配
の
現
状
を
批
判

す
る
手
段
と
し
て
遠
い
過
去
を
持
ち
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
合
同
を
批
判
す
る
よ
う
な
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
こ
そ
を
守
る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
い
た
。
こ
の
点
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
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一九世紀前半ヴィルノの知識人とリトアニア（梶）

①
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
史
研
究
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
拙
稿
「
ヴ
ィ
ル
ノ
大
学

　
（
一
八
〇
三
i
一
八
三
二
年
）
に
お
け
る
歴
史
学
と
「
リ
ト
ア
ニ
ア
史
」
扁
、
『
人

　
文
知
の
新
た
な
総
合
に
向
け
て
（
　
二
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル

　
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
」
）
㎞
第
三
回
報
告
書
、
下
巻
、
京
都
大
学

　
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
五
（
以
下
「
リ
ト
ア
ニ
ア
史
」
と
略
）
、
一
七
一

　
－
一
九
四
頁
。

②
慾
§
浄
さ
、
§
三
冬
。
。
．
ゆ
－
δ
．
現
在
の
時
代
区
分
で
は
中
世
に
含
ま
れ
る
時
期
も
、

　
当
時
は
古
代
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
も
こ
れ
に
倣
う
。

③
こ
れ
ら
の
名
は
、
朔
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
誌
上
で
使
わ
れ
た
筆
名
と
は
異
な
る
こ

　
と
が
多
い
。
他
の
会
員
名
に
つ
い
て
は
以
下
。
》
器
N
鐵
三
ω
（
O
づ
巴
寒
詣
》
、
．
≦
誉
ヨ

　
o
匿
8
．
．
い
じ
コ
剛
。
臨
騎
賦
層
§
’
黛
澄
加
．
曵
ω
－
q
分
竃
9
。
『
〇
三
〇
〇
ざ
一
理
。
絵
。
ロ
言
N
”
o
唱
．
o
匿
…

　
Q
Q
『
乏
輿
。
曙
診
ζ
り
条
目
鋸
“
ω
マ
ニ
轟
μ
ω
P
甲
し
り
自
陣
段
。
塁
富
ぎ
”
o
や
。
霊
”
も
・
．
一
6
－
三
ρ

④
撃
剛
ω
器
越
融
資
。
弓
「
。
閂
f
。
・
■
三
山
爵
峯
。
少
§
ミ
“
の
．
お
ム
分
じ
σ
器
。
・
器
ま
貯
。
・
”

　
o
℃
b
鉾
田
」
メ
ま
た
、
J
・
ワ
シ
ツ
キ
の
牌
ジ
ュ
ム
チ
の
神
に
つ
い
て
隔
も
典
拠

　
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ζ
o
い
9
0
貫
、
ガ
㊦
。
窪
戯
鋭
貯
さ
、
§
く
曼
、
、
も
山
ご
　
Z
p
。
毎
a
①
P

　
§
9
亀
計
。
弓
．
Q
O
ザ
◎
◎
P
．

⑤
。
。
．
ζ
§
。
客
壽
苓
滞
蛋
白
圃
闇
§
ぎ
ミ
～
ミ
鳶
ミ
。
、
ミ
N
㍉
§
§
、
鴨
§
蓬
薦
。

　
§
災
詮
馨
漆
尉
魯
ミ
§
、
孚
嵩
ミ
お
も
謡
ま
－
誌
』
9
淳
執
戴
免
こ
嵩
貸
、
ミ
．
貯
嘗
乏
凶
『
P
一
〇
ω
ρ

　
。
自
．
い
タ

⑥
ぎ
乙
量
。
・
5
§
。
3
。
・
』
。
。
．

⑦
団
■
≧
⑦
訴
琶
量
く
憲
歩
、
丙
薗
N
冒
陶
爵
閤
8
ξ
ヨ
＝
ぽ
≦
。
・
賦
ε
魯
墨
門
a
皐
♀

　
巨
霞
国
賓
器
葛
。
N
輩
貧
×
一
×
鼠
・
罠
、
も
㍉
、
ミ
§
㌣
艶
ミ
§
き
動
、
§
、
§
§
㌦
．
。
。
b
o
2

　
（
以
下
．
．
容
ロ
N
ぎ
δ
臼
田
。
艮
蔓
ヨ
．
、
と
略
）
－
。
。
」
い
山
N
．

⑧
．
．
。
。
葺
診
悼
・
三
舞
N
暮
髭
切
5
冒
訂
雪
、
．
導
蓄
も
ま
し
｝
＜
函
。
。
．

⑨
。
。
写
弩
N
恩
ω
貫
嚢
偽
鐸
。
・
」
α
刈
込
鼠
⑦
『
。
超
蔚
冨
b
O
b
牒
．
”
。
・
■
＝
丹
ω
・
『
⑦
。
・
蕊
く
憲
器
”

　
o
℃
．
o
搾
》
ワ
ま
－
一
〇
。
・

⑩
シ
ャ
ベ
ル
の
由
来
に
つ
い
て
の
シ
ム
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
自
身
の
説
明
は
以
下
。

　
、
8
0
饗
㌶
O
N
母
O
≦
巴
O
N
9
・
－
．
讐
蒔
田
葭
℃
西
目
一
◎
◎
一
撃
ま
た
、
以
下
。
≦
鐸
O
≦
。
・
冨
り
起
§
、
‘

　
。
り
．
ω
轟
■

⑪
。
。
筆
§
塁
誇
蔦
、
．
≦
。
。
ξ
．
．
払
．
い
×
罎
－
ぴ
迷
く
．

⑫
（
臼
．
ω
運
翼
δ
豊
。
N
）
．
、
o
国
冨
翅
。
藷
を
昏
曾
甲
羅
喜
拶
。
δ
§
δ
を
鉱
g
蔓
．
》
壽
り

　
葭
戸
い
》
一
q
岡
目
一
〇
Q
一
S

⑬
6
写
理
暴
鐘
・
N
器
N
已
9
量
。
・
薯
冨
ヨ
［
．
ド
藷
》
霞
q
い
”
＝
く
函
。
。
．

⑭
ベ
レ
ス
ネ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
は
、
第
七
五
号
の
記
事
を
コ
ン
ト
リ
ム
と
彼
の
リ
ト
ア

　
ニ
ア
神
話
研
究
の
計
画
を
批
判
し
た
も
の
と
捉
え
る
。
ゆ
臼
窃
翼
壁
驚
話
撃
。
サ
。
留
マ
冒

　
℃
．
一
◎
Q
－
一
P

⑮
。
。
写
p
。
「
。
N
憲
。
。
算
、
．
≦
。
・
尋
．
．
闇
。
。
．
×
目
ぶ
乞
窪
幕
p
等
長
卜
”
。
・
．
＝
ひ
．

⑯
例
え
ば
次
の
研
究
は
古
代
リ
ト
ア
ニ
ア
の
文
明
は
進
ん
で
い
た
と
す
る
。
縛

　
Z
二
〇
回
げ
無
計
．
．
ゆ
。
ひ
量
獣
σ
。
。
臼
δ
母
9
0
弥
9
＝
帥
。
乏
ω
践
。
貯
O
o
旨
三
〇
ヨ
諺
δ
o
田
老
づ
饗
げ

　
ζ
牙
ぎ
舘
7
、
．
“
謬
。
§
ミ
ミ
奪
…
動
貢
溝
ご
”
一
Q
。
ミ
■

⑰
の
㊤
「
。
。
震
。
。
。
囲
署
。
§
ω
蹄
C
旨
δ
陣
。
¢
順
に
、
番
入
、
兵
士
の
意
味
だ
と
思
わ
れ
る

　
が
、
最
後
の
語
は
不
明
。

⑱
パ
シ
ュ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
つ
い
て
は
、
鋒
彰
9
。
。
N
亙
評
憲
§
尊
℃
黛
算
壁
爵
N
h

　
ミ
詔
旨
、
◎
碕
ぎ
さ
§
蕎
神
こ
§
撃
ミ
奇
計
≦
貯
P
6
ω
禽
O
竜
。
鐸
9
（
旨
答
己
0
9
の
欺
委
．

　
民
・
）
冒
さ
戦
貫
≦
コ
駐
甲
毯
。
（
以
下
肉
婆
ミ
と
略
）
．

⑲
．
、
吉
〇
三
吻
艮
き
騨
。
・
＆
葦
。
暮
障
。
・
寡
（
。
≦
醤
。
惹
・
ω
琶
。
壽
コ
『
鋳
霞
）
も
§
7
竃

　
ユ
。
ω
δ
乏
蔓
N
澤
σ
壽
臨
。
ザ
N
を
ε
ひ
老
脅
ぎ
豆
。
毒
。
呪
、
》
語
》
罎
δ
r
ゆ
×
＝
。
。
一
。
。
．
そ
の
後

　
こ
の
本
編
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

⑳
管
見
の
限
り
、
以
下
の
研
究
が
バ
リ
ン
ス
キ
を
筆
者
だ
と
見
な
す
。
じ
づ
お
〒

　
。
。
N
恩
P
匙
．
亀
、
‘
。
・
沁
N
旧
虫
ミ
帖
。
鷺
ミ
ご
ミ
Q
、
ミ
ミ
同
、
o
碕
詮
磯
、
さ
姻
薫
さ
さ
ミ
、
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一九世紀前半ヴィルノの知識人とリトアニア（梶）

⑭
寄
9
。
B
自
蒼
。
・
ゆ
亀
戟
、
．
”
薯
9
α
ω
－
o
。
ひ
…
拙
稿
「
リ
ト
ア
ニ
ア
史
」
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
は
　
八
二
二
年
六
月
初
旬
に
ロ
シ
ア
当
局
に
よ
っ
て
突
然
発
禁
処
分
を
受
け
、
活
動
が
途
絶
え
る
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
旧
「
共
和
国
」
領
へ
の
支
配
の
強
化
を
背
景
と
す
る
、
フ
ィ
ロ
マ
ー
ト
協
会
の
摘
発
や
そ
の
他
の
協
会
活
動
・
大
学
自
治
の
制
限
へ
と

発
展
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
な
ら
ず
者
の
会
と
『
街
角
ニ
ュ
ー
ス
』
の
活
動
を
こ
の
地
域
の
歴
史
に
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。
地
域
社
会
に
密
接
に
結
び
つ
い

た
当
会
の
活
動
は
、
地
域
主
義
の
伝
統
を
持
ち
な
が
ら
も
長
ら
く
文
化
的
な
停
滞
に
陥
っ
て
い
た
ヴ
ィ
ル
ノ
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
。
彼
ら
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
神
話
に
ま
つ
わ
る
筆
名
を
用
い
、
古
代
・
中
世
の
歴
史
へ
の
関
心
を
有
し
て
い
た
が
、
活
動
の
後
半
期
で
は

こ
う
し
た
関
心
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
大
学
教
授
な
ど
の
知
的
権
威
が
参
加
し
た
な
ら
ず
者
の
会
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
神
話
の
研
究
を
活
動

の
一
つ
に
掲
げ
た
こ
と
は
、
他
の
知
識
人
の
神
話
研
究
を
促
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
の
社
会
批
判
の
面
謝
と
行
動
は
当
時
と
し
て
は
大
変
急
進

的
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
農
奴
制
廃
止
や
民
衆
へ
の
教
育
活
動
、
禁
酒
運
動
の
分
野
で
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
先
駆
と
な
っ
た
。

　
一
八
世
紀
末
の
分
捌
以
降
、
滅
亡
し
た
「
共
和
国
」
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
共
同
体
と
捉
え
る
考
え
が
強
ま
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
近
代
以
降

の
雷
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
り
、
民
衆
の
言
語
が
何
で
あ
れ
、
旧
「
共
和
国
」
の
範
囲
を
、
既
に
な
い
国
家
の
枠
に
代
え
て
、
支
配
下

の
言
語
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
共
同
体
と
見
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
な
ら
ず
者
の
会
の
知
識
人
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
語
の
共
同
体
と
し
て
、
理
論
的
に
は
全
身
分
へ
開
か
れ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
近
世
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
も
近
代

の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
も
異
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
多
言
語
の
共
同
体
と
な
る
可
能
性
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ
た
。

　
リ
ト
ア
ニ
ア
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
共
同
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
地
域
主
義
者
や
そ
の
文
化
愛
好
者
に
と
っ
て
、
自
ら
の

過
去
で
あ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
出
自
神
話
や
歴
史
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
違
い
を
示
す
重
要
な
基
盤
と
な
っ
た
。
本
稿
で
論
じ
た
時
期
以
降
も
、
リ
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ト
ア
ニ
ア
の
神
話
や
古
代
の
研
究
は
盛
ん
に
続
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
と
い
う
側
面
は
、
分
割
さ
れ
た
「
共
和
国
」
へ
の

忠
誠
心
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
と
も
に
、
政
治
的
な
変
動
期
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
結
ぶ
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
他
方
で
、
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
ら

の
フ
ィ
ロ
マ
ー
ト
協
会
は
、
ル
シ
地
域
を
含
め
た
り
ト
ア
ニ
ア
の
歴
史
や
民
衆
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
創
作
活
動
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と

し
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
ロ
マ
ン
主
義
文
学
を
花
開
か
せ
た
。
詳
し
く
は
更
な
る
検
討
を
要
す
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体

と
し
て
の
リ
ト
ア
ニ
ア
と
い
う
認
識
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
語
や
リ
ト
ア
ニ
ア
史
へ
の
関
心
の
興
隆
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ダ
ウ
カ
ン
タ
ス
の
よ
う
な
、

リ
ト
ア
ニ
ア
語
を
話
す
リ
ト
ア
ニ
ア
人
と
い
う
考
え
方
が
長
ら
く
周
縁
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
地
域
主
義
や
地
域

研
究
、
そ
し
て
民
衆
へ
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
継
い
だ
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
ロ
マ
ン
主
義
を
土
台
に
、
農
民
こ
そ
が
文
化
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
体
現
す

る
と
の
考
え
は
、
よ
う
や
く
㎝
九
世
紀
後
半
か
ら
広
が
る
。
そ
し
て
、
異
な
る
言
語
を
話
す
被
支
配
層
に
中
心
的
な
意
味
が
見
出
さ
れ
た
と
き
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
共
同
体
と
し
て
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
概
念
は
軋
礫
を
は
ら
む
も
の
と
な
る
。
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　　In　the　Kayoi－Ura細浦area，　which　is　part　of　the　Choshu　Mae　Otsu－Saihan　re－

gion，　net　whahng　developed　after　the　latter　ha廷of　17£h　cen£ury，　and　San’yo讃誉，

apriest　of　Koganli向岸…寺，aJodo　sect　temple，　instituted　a　memorial　service　for

whales、　From　about　theユ690s，　this　memorial　serVice　took　on　a　unique　style　With

mortuary　tablets，　tornbs，　posthumous　BudCihist　names，　and　death　registers　offered

for　the　whales．

　　A　memorial　service　for　whales　was　also　held　in　Setozaki－Ura瀬戸崎浦，　an　area

aiso　within　the　Choshu　Mae　Otsu－Saihan　region．　ln　addition，　the　Jodo　temple

Saienji西域寺was　erected　in　Ohibi－Ura大日比肩，another　area　in　Choshu　Mae－

Otsu－Saihan，　and　San’yo　became　the　first　chief　priest．

　　The　Jodo　sect　had　a　popular　fokowing　in　these　areas．　And　the　memorial　services

of　the　Jodo　sect　played　a　ideological　role　that　the　Shin　sect　could　not　play．　This

role　was　to　absolve　the　people　who　made　their　livelihood　by　ldlimg　whales　and

other　creatures．

Intellectuals　in　Early　19th－Century　Vilnius　and　“Lithuania”：

　　Towarzystwo　Szubrawc6w　（the　Society　of　Scoundrels）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Local　Society

by

KA［fl　Sayaka

　　At　the　begiiming　of　the　19th　century　inteilectuals　who　had　inherited　the　cultural

traditions　of　the　Polish－Lithuanian　Commonwealth　appeared　around　Vilnius　Uni－

versity　in　the　Russian　Empire．　This　article　tries　to　reconsider　these　Poljsh－

speaking　intellectuals　and　their　relationships　with　local　society　in　the　lands　of　the

former　Grand　Duchy　of　Lithuania　（nowadays　Lithuania　and　Belarus），　which　have

not　been　fully　considered　because　of　the　division　of　the　history　of　this　region　into

separate　national　histories．

　　This　article　focuses　on　Towarzystwo　Szubrawc6w　（the　Society　of　Scoundrels），

which　consisted　of　progt”essive　intellectuals　in　Vilnius，　and　i£s　publication

vaiadomos’ci　Bruleowe　（Street　IVews，　1816－1822），　a　famous　satii’ica｝　journal，　criticiz－

ing　various　social　pathologies．　Here　two　issues　are　mainly　analyzed．　The　first　is

the血tenectuals’opinions　about　the　nation（nar6d血Polish）as　a　community　of　peo一
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ple　wi宅h　po礒tical　rights　and　the　class　system．　In　the至atter　half　of　the　18th　century

the　nation　of　the　Commonwea玉th，　which　had　consisted　solely　of　the　nobihty，　was

partially　opened　to　the　lower　classes．　In£he　Russian　part　of　the　former　Common－

weal崩lan即ages　and　re麺ons　of　the　co㎜on　people敵ered仕om　those　of　the

upPer　class，　and　at　the　beg呈nning　of　the　19th　century　the　ehtes，　usua凱y　Pohsh－

speaking，　became㎞terested　in　Lithuanian　history　and　f61k　languages．　Thus　the

second　issue　to　be　considered　is　the　intellectuals’attitudes　towards　the　history

and　folk　languages　in　Lithuania．

　　The且rst　section　shows　the　situation　of　the　intellectua玉s血Vimius，　who　were

from　fam南es　of　the　nob1hty　of　middle　and至ower　means　or　burghers　and　who　had

been　brought　up　under　the　cultural　and　educational　autonomy　of　the　nobles　of　the

region　of　the　foimer　Commonwealth．　This　section　£al〈es　also　a　general　view　of　the

character　of嗣α40細動Bruleowe　and　Towarzystwo　Szubrawc6w，　arouIld　whom
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
intenectuals　of　Vil漁s，　such　as　Jak6b　Szyml益ewicz，　Jqdrzej　Sniadecki，　Micha重

Baliilski，　ga魚ered．

　　In　the　second　secdon　Towarzystwo　Szubrawc6w’s　concepts　of　the　nation　and

opinions　about　the　class　system　are　considered。　Based　on　analyses　of　the　ar毛玉。圭es

on曜α40初。動B閃々伽6，0ne　sees　that　its　members　considered毛he　nation　should

be　composed　not　only　of　the　nobles　but　also　of　the　other　classes　and　that　there

shou正d　not　be　a　str｛ct　barrier　between　classes．　They　were　concerned　with　non－

ru㎞g　classes，　especia紅y　the　peasan毛ry，　and崩ey　observed　the　ethnic　diversity　of

the　popula毛ion，　too．　They　cri宅icized　serfdom　in　the　journal　and　directed　pubhc

attention　to主ts　problems．　The　abolition　of　serfdom　was　discussed　on蜘e　nobles’

diethe　of　Vilnius　Guberniya　in　1817－1818．　lrhey　also　made　e魚）rts　to　broaden

education　among　the　poorer　nobles　and　the　peasantry．　They　tried　to　open　the

road　for　the　non－ruling　classes　to　join　the　nation　through　the　abolishment　of　serf－

dom　and　estabBshment　of　education．　These　attitudes　were　pionee！ゴng　in　this　re－

gion　at　that　time．

　　The　last　section　considers　the　interest　of　the　members　in　the　history　and　lan－

guages　in　Lithuania．　According　to£hek　regu重ations，　the　Kodex　Szubrawski，　mem－

bers　were　requh℃d　to　use　names　taken　from　Li毛huanian　mythology　and　there　was

aplan　to　comp登e　a　Lithuanian　mythological　history．　Some　articles　in賜α40規。謝

Brukowe　described　ancient　Lithuanian　society　as　dernocrat圭。　in　order　to　criticize

contemporary　society．　Du血g　the　la£ter　half　of　its　activides，　however，　the　in毛erest

血Lithuanian　history　was　reduced　and　sQmetimes　even　hdicu正ed．　On　the　other

hand，　the　use　of　the　L圭thuanian　Ianguage　was　sathrized　throughout　the　ex童stence　of

the　joumal．　Many　members　of　the　society　regarded　Polish　as　thehr　mother　tongue

and　a　cu正tivated　language　an（圭tried　to　purify出e　PoHsh　language　used　in　Lithuania．
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For　them　Lithuanian　was　justthe　language　of　the　rustic　populace．　Thus　there　was

a　gap　between　their　interest　in　history，　which　was　£he　past　of　£he　nobles　and　the

intellectuals，　and　their　interest　in　language，　which　was　not　used　by　them．　But

some　members，　such　as　Kazimlerz　Kontrym，　promoted　the　use　of　Ljthuanian　as　a

literary　and　educational　｝anguage　for　Lithuanian－speaking　people．　Additionaily，　the

members　showed　no　interest　in　the　language　or　history　of　the　Eastern　Slavs　in　the

former　Grand　Duchy　of　Lithuania．

　　The　foRowing　are　the　conciusions　of　this　article：　the　members　of　Towarzystwo

Szubrawc6w　had　a　concept　of　the　nation　that　would　be　open　to　all　classes　including

the　peasantry，　but　they　thought　of　integirating　the　non－rtiling　classes　into　the

Potish－language　community　through　improvement　of　their　circumstances　and

education　in　Polish．　This　nation　would　have　been　a　community　built　on　the　region

of　the　former　Grand　Duchy　of　Lithuania　or　of　the　former　Polish－Lithuanian　Com－

monwealth，　united　by　the　Polish　language，　but　could　have　been　multitingual　with

Polish　cu｝ture　reigning　as　the　high　culture．　ln　any　case，　it　differs　from　the　concept

of　the　class－defined　nation　of　the　early　modern　age，　and　from　the　conception　of　the

iinguisticaky　homogeneous　nation　consisting　of　all　classes，　which　began　to　gain

popularity　in　the　second　haif　of　the　19th　century．　Thus　it　is　possible　to　say　that

there　was　diversity　in　the　formation　ef　modern　nations　in　Eastern　Europe．

Furui　Yoshirni　and　the　Sino－Japanese　LT　Trade　Negotiations　in　1968

by

Lu　Xueying

　　In　November　1962，　threugh　the　efferts　of　Mtumura　Kenzo　and　other　pro－

Chinese　members　in　the　Libeyal　Delnocratic　Party，　the　Memorandum　onノ’aPan－

China　Overall　Trade　（LT　Trade）　was　signed．　The　agreement，　also　known　as　Semi－

governmental　Trade　Agreement，　improved　the　Sino－Japanese　political，　economical

relationship　and　stimulated　unothcial　personal　exchanges．　However，　the　Sato

Cabinet　adopted　a　confrontational　approach　to　China，　and　China　also　hardened　its

atgtude　toward　Japan　under　the　influence　of　the　Great　Cultural　Revolution．　Sino－

Japanese　relations　began　to　deteriorate　rapidly．　That　situation　overshadowed　the

talks　on　the　LT　trade，　which　was　to　be　expired　at　the　end　of　1967．　The　tough
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